
大
地
の
裏
切
り
と
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
の
譲
渡

─
─
地
震
の
社
会
学
（
五
）
─
─

原
　
田
　
隆
　
司

地
震
と
は
何
か
。
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
地
震
の
説
明
を
手
が
か
り
に
、
地
震
と
い
う
も
の

の
本
質
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

発
生
し
た
地
震
へ
の
対
応

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
被
害
が
生
じ
る
。
地
震
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
際
に
は
、
そ
れ
に
よ
る

被
害
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
描
き
方
が
あ
る
。

一
─
1
　
常
識
的
な
説
明

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
類
苑
』
と
い
う
百
科
事
典
が
あ
る
。
当
該
の
項

目
に
関
す
る
歴
史
的
な
文
献
の
記
述
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
前
に
は
語
義
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
地
震
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

（
前
略
）
凡
ソ
地
震
ノ
発
ス
ル
ヤ
、
微
動
ニ
止
マ
ル
ア
リ
、
一
日
数
回
ニ
及
ブ
ア
リ
、

数
日
ニ
渉
ル
ア
リ
、
年
ヲ
越
ユ
ル
ア
リ
、
其
強
大
ナ
ル
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
、
家
屋
ヲ
倒
シ
、

人
畜
ヲ
損
シ
、
地
ヲ
裂
キ
、
山
ヲ
崩
シ
、
川
ヲ
塞
ギ
、
海
嘯
ヲ
起
コ
ス
等
ノ
事
ア
リ
、
是

ヲ
以
テ
ソ
ノ
難
ヲ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
ヤ
、
或
ハ
屋
外
ニ
出
デ
、
或
ハ
樹
下
ニ
座
シ
、
或
ハ
竹

林
ニ
入
リ
、
或
ハ
舟
車
ニ
乗
ル
（
後
略
）。

（『
古
事
類
苑
』
地
部
三
、一
三
五
五
）

建
物
が
壊
れ
て
、
人
は
屋
外
に
出
て
、
少
し
で
も
安
全
な
場
所
を
探
し
て
、
倒
れ
ず
に
立
っ
て

い
る
大
き
な
木
の
下
や
、
地
表
部
分
を
根
が
固
め
て
い
る
竹
林
に
逃
げ
る
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と

遠
く
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
発
生
し
た
地
震
に
対
し
て
、
そ
れ
が
大
き
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

場
の
人
間
は
た
だ
逃
げ
出
す
と
い
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
し
て
、一
口
に
地
震
と
い
っ
て
も
、

小
さ
な
も
の
は
「
微
動
」
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
感
じ
た
と
し
て
も
日
常
生
活
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
説
明
は
、
現
在
で
も
一
般
的
で
常
識
的
な
説
明
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
当
た

り
前
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
震
が
「
発
し
た
」
後
の
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
─
2
　
体
験
す
る
、
伝
え
る

発
し
た
地
震
は
、
ど
の
よ
う
に
体
験
さ
れ
、
ま
た
伝
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
の
早
朝
「
5
時
46
分
55
秒
」、
A
M
神
戸
と
い
う
ラ
ジ
オ
局
は
放
送

が
停
止
し
た
。「
正
確
に
は
、
瞬
間
停
波
の
後
、
電
波
に
音
声
が
の
ら
な
い
無
変
調
状
態
」
と
な
っ

た
。
6
時
の
時
報
の
後
、
放
送
が
再
開
さ
れ
た
。
以
下
は
、
株
式
会
社
ラ
ジ
オ
関
西
震
災
報
道
記

録
班
編
の
『
R
A
D
I
O
─
A
M
神
戸
69
時
間
震
災
報
道
の
記
録
』（
長
征
社
、
二
〇
〇
二
年
）

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

し
ゃ
べ
り
ま
し
ょ
う
か
。
…
…
は
い
。
…
…
A
M
神
戸
の
ス
タ
ジ
オ
で
す
。
ス
タ
ジ

オ
が
現
在
、
た
だ
い
ま
の
地
震
で
壊
れ
て
お
り
ま
す
。
音
声
が
途
切
れ
て
お
り
ま
す
。
情

報
が
入
り
し
だ
い
お
伝
え
し
ま
す
。（
中
略
）
神
戸
市
須
磨
区
の
ラ
ジ
オ
関
西
の
外
に
出

ま
す
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
外
に
出
て
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（ 1 ）



6
時
6
分
、
別
の
話
し
手
が
語
る
。

え
ー
、
ぼ
く
も
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
A
M
神
戸
の
ま
わ
り
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
も
崩
れ
て
ま
し
て
、
住
民
の
方
々
か
不
安
げ
に
外
に
出
て
き
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
真
っ
暗
と
い
う
状
況
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
壊
れ
か
け
た
部
屋
に
閉
じ

こ
め
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、脱
出
の
方
法
が
ま
だ
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
、

と
り
あ
え
ず
は
部
屋
の
中
に
お
ら
れ
る
…
…
そ
ん
な
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
と
に
か

く
、
A
M
神
戸
の
中
は
、
壁
も
崩
れ
ま
し
て
、
建
物
も
ほ
と
ん
ど
が
倒
れ
、
2
階
…
3

階
で
す
か
、
3
階
か
ら
の
、
天
井
か
ら
水
も
漏
れ
て
き
ま
し
た
が
、
放
送
は
い
ち
お
う
で

き
る
状
態
に
復
旧
し
た
よ
う
で
す
。

6
時
13
分
、「
一
回
線
だ
け
が
生
き
て
い
た
共
同
通
信
の
記
事
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
よ
う
や
く
地

震
情
報
が
入
っ
て
く
る
」。
そ
れ
が
放
送
さ
れ
る
。

い
ま
、
地
震
情
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
日
の
地
震
発
生
が
午
前
5
時
47
分
と
い

う
こ
と
で
、
姫
路
で
震
度
4
の
中
震
、
大
阪
も
震
度
4
の
中
震
、
京
都
が
震
度
5
の
強
震
、

和
歌
山
が
震
度
4
の
中
震
、
そ
れ
か
ら
名
古
屋
で
震
度
3
の
弱
震
、
た
だ
い
ま
入
っ
て
き

ま
し
た
速
報
で
す
（
繰
り
返
し
）。

こ
の
記
録
集
に
よ
れ
ば
「
6
時
13
分
、
大
阪
管
区
気
象
台
が
地
震
情
報
3
号
で
『
神
戸
が
震
度

6
（
烈
震
）』
と
発
表
。
し
か
し
、
そ
の
情
報
は
全
く
入
っ
て
こ
な
い
。
気
象
台
は
じ
め
、
各
機
関

へ
の
電
話
は
、
す
べ
て
不
通
だ
っ
た
」
と
い
う
。
地
震
の
被
害
を
受
け
た
そ
の
場
所
で
は
、
ま
さ
に

そ
の
被
害
ゆ
え
に
、
直
後
に
は
ど
の
よ
う
な
地
震
な
の
か
が
つ
か
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
外
と

の
電
話
連
絡
が
で
き
な
い
の
で
、
ラ
ジ
オ
局
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
見
え
る
光
景
、
ラ
ジ
オ
局
そ
の
も

の
の
被
害
な
ど
、
一
番
身
近
な
と
こ
ろ
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
と
い
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

お
よ
そ
1
時
間
が
経
過
し
た
6
時
41
分
に
な
っ
て
、
詳
し
い
情
報
が
入
る
。

い
ま
、
ま
た
地
震
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
午
前
6
時
18
分
、
気
象
庁
・
地
震
火
山
部
発

表
の
情
報
で
す
。
今
日
の
午
前
5
時
46
分
ご
ろ
、
地
震
が
あ
り
ま
し
て
、
震
源
地
は
淡
路

島
で
、
震
源
の
深
さ
は
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
2
と

推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
繰
り
返
し
）。
各
地
の
震
度
は
次
の
通
り
で
す
。
震
度
6
の
、

こ
れ
は
烈
震
に
な
り
ま
す
ね
。
震
度
6
の
烈
震
が
神
戸
、
震
度
5
の
強
震
が
京
都
、
豊
岡
、

彦
根
（
繰
り
返
し
）（
以
下
略
）

6
時
43
分
。

い
ま
で
す
ね
、
山
陽
電
鉄
の
月
見
山
駅
か
ら
歩
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
こ
ち
ら
の
ほ
う
に

向
か
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
リ
ポ
ー
ト
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
屋
根
も
落
ち
て
い
る
家
も

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
家
が
崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
、
わ
り
と
住
民
の
方
が

必
死
に
な
っ
て
、あ
い
だ
に
挟
ま
れ
て
い
る
人
と
か
が
い
る
よ
う
で
す
の
で
、必
死
に
な
っ

て
男
性
の
方
が
助
け
出
し
て
い
る
状
態
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
落
ち
つ

い
て
行
動
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

7
時
39
分
。
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
が
、
神
戸
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
10
階
か
ら
報
告
を
す
る
。

こ
こ
か
ら
目
の
真
下
に
火
災
現
場
が
見
え
る
ん
で
す
が
、［
中
略
］
西
側
に
向
か
っ
て
、

か
な
り
大
規
模
な
火
災
が
炎
上
中
で
す
。
や
っ
と
目
の
下
に
、
救
急
車
と
消
防
車
が
来
て

お
り
ま
す
が
、
放
水
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
で
、
消
防
隊
員
は
水
の
、
水
路
の
確
保
に
当
た
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
放
水

と
い
う
状
況
に
は
移
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
つ
、
ご
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

ガ
ス
の
臭
い
が
周
辺
に
立
ち
こ
め
て
お
り
ま
す
。
都
市
ガ
ス
の
臭
い
が
立
ち
こ
め
て
お
り

ま
す
。
と
き
お
り
、
ボ
ー
ン
と
い
う
大
き
な
爆
発
音
も
聞
こ
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
ガ
ス
漏
れ
が
心
配
で
す
の
で
、
ご
近
所
、
十
分
ご
注
意
な
さ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

12
時
21
分
。
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警
察
庁
に
よ
り
ま
す
と
正
午
現
在
、
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
死
者
は
2
0
3
人
、

行
方
不
明
者
が
3
1
1
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

可
能
な
範
囲
で
移
動
し
て
、
五
感
を
と
お
し
て
得
ら
れ
る
状
況
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
外
部

か
ら
の
情
報
を
伝
え
る
。
そ
れ
が
、
地
震
の
被
害
を
受
け
た
直
後
に
、
そ
の
現
場
に
位
置
す
る
ラ

ジ
オ
局
が
で
き
た
報
道
で
あ
っ
た
。
被
害
を
受
け
た
場
所
か
ら
、
そ
の
被
害
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

約
三
百
年
前
の
一
六
九
四
年
、
現
在
の
秋
田
県
の
能
代
の
記
録
が
あ
る
。
後
に
触
れ
る
『
増
訂　

大
日
本
地
震
史
料
』
第
二
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
代
邑
聞
見
録
」
と
い
う
史
料
に
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
七
年
甲
戌
さ
つ
き
末
の
七
日
、
明
行
空
は
薄
墨
を
た
た
え
、
出
る
日
は
朱
の
盆

を
浮
べ
る
が
如
く
、
時
な
ら
ず
東
風
粛
颯
と
面
を
打
。
何
と
な
く
物
す
さ
ま
じ
く
あ
や

し
み
な
が
ら
、
唐
土
人
の
五
月
秋
と
詠
じ
け
ん
も
是
等
の
気
色
に
や
と
思
い
捨
し
、
辰

の
刻
頃
大
地
俄
に
震
い
出
、
皆
足
を
空
に
逃
出
け
り
。
間
も
な
く
鎮
ま
り
家
に
入
ぬ
。

朝
寝
の
人
々
も
是
に
驚
き
起
出
、
聞
も
伝
え
ぬ
強
き
地
震
、
梁
な
ど
外
れ
ざ
る
や
な
と

い
う
内
、
ゆ
り
返
し
ぬ
、
あ
わ
や
と
又
逃
出
し
て
、
予
は
、
妹
の
逃
兼
け
る
が
手
を
引

て
四
五
歩
台
所
土
間
へ
下
り
し
に
、
家
を
も
て
あ
げ
、
落
す
よ
う
に
壁
の
崩
る
る
を
見
、

両
手
を
頭
上
へ
組
け
れ
ば
、
拍
手
や
能
り
け
ん
。
壁
わ
か
れ
て
難
な
く
屋
根
へ
出
、
見

渡
せ
ば
皆
潰
て
平
地
に
成
り
、
朝
炊
の
時
な
れ
ば
、
火
の
手
方
々
に
見
え
、
人
は
一
人

も
見
え
ざ
り
け
れ
ば
、
我
の
み
生
き
て
何
か
せ
ん
と
、
十［
と
ほ
う
］方
に
暮
し
に
、
妹
が
呼
声
に

気
附
、
我
が
出
し
所
よ
り
是
も
難
な
く
取
出
し
ぬ
。
然
る
所
に
実
兄
其
外
下
人
ど
も
遁

れ
出
、
屋
根
へ
来
り
、
か
し
こ
爰
［
こ
こ
］
取
の
け
、
家
公
並
に
慈
母
の
梁
に
押
れ
給
い
し
を
取

出
し
奉
り
、
下
女
も
掘
り
お
こ
し
ぬ
。
彼
音
信
に
隣
よ
り
来
り
し
娘
、
梁
に
髪
を
は
さ

ま
れ
し
も
起
し
て
返
し
ぬ
。
只
五
才
に
な
り
、
妹
の
背
負
れ
、
梁
に
打
れ
果
け
る
の
み

ぞ
長
き
思
い
草
な
り
け
り
。
然
れ
共
家
公
を
始
、下
々
ま
で
無
恙
、悦
び
あ
ま
り
有
け
り
。

火
は
遠
け
れ
ば
家
へ
入
り
て
調
度
の
様
の
物
取
出
す
は
安
か
り
け
れ
ど
も
、
度
々
震
て

止
ま
ざ
り
け
れ
ば
、
た
ま
た
ま
生
き
た
る
か
ら
き
命
失
い
て
は
、
手
を
空
う
す
る
に
似

た
り
と
、
上
下
堅
く
禁
じ
て
、
手
近
に
最
安
き
を
取
か
た
付
ぬ
。
後
に
聞
け
ば
、
難
な

く
出
け
る
も
、
調
度
に
目
く
れ
、
再
應
出
入
し
て
梁
に
打
れ
、
或
は
出
所
を
ふ
さ
が
れ

焼
死
に
け
る
も
多
か
り
し
と
か
や
。
其
の
外
さ
ま
ざ
ま
、
一
時
の
内
の
盛
衰
ま
こ
と
に

夢
幻
泡
影
の
金
言
初
め
て
思
い
し
ら
さ
れ
け
る
（
後
略
）。

（『
増
訂　

大
日
本
地
震
史
料
』
第
二
巻
、
五
─
六
）

同
じ
第
二
巻
を
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
は
、「
工
藤
家
記
」
と
い
う
史
料
か
ら

次
の
よ
う
な
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
の
地
震
か
ら
七
〇
年
ほ
ど
後
の
一
七
六
六
年
、
津
軽

藩
（
現
在
の
青
森
県
）
の
弘
前
で
の
こ
と
で
あ
る
。

明
和
三
年
正
月
廿
八
日
酉
之
刻
大
地
震
。

今
日
天
気
和
ら
き
元
来
雪
厚
く
時
分
柄
余
寒
に
候
へ
と
も
折
々
森
林
に
霞
厚
く
か
か

り
、
一
入
春
め
き
た
る
事
と
存
候
。
然
る
所
六
ツ
時
否
や
乾
の
方
よ
り
鳴
動
、
其
響
き

百
千
の
雷
の
如
く
、
大
地
動
揺
し
て
暫
く
不
止
、
蒼
天
色
黒
く
黄
に
し
て
雲
掩
ひ
か
か
り

朦
々
と
し
て
風
な
く
、
殊
に
甚
た
火
急
の
殊
に
て
遁
れ
出
候
間
も
な
く
怪
我
に
て
死
傷
の

者
夥
敷
、
戸
毎
に
老
少
の
女
童
と
も
悲
傷
号
泣
の
声
喧
し
く
、
其
外
鶏
犬
猫
の
類
迄
東
西

に
か
け
走
り
、
鳴
う
め
く
声
凄
し
。
其
内
に
潰
火
よ
り
出
火
に
て
四
方
に
火
の
手
上
り
誠

に
騒
動
い
わ
ん
方
な
し
。
去
共
震
動
止
事
な
く
既
に
暁
迄
に
拾
度
余
に
至
、
人
々
肝
を
冷

し
候
事
な
り
。
御
家
中
は
門
内
園
の
内
、
町
家
は
街
道
の
左
右
へ
家
々
よ
り
各
戸
板
畳
等

を
持
出
し
、
老
少
幼
少
の
者
を
夜
具
等
に
て
圍
置
き
、
兎
角
し
て
夜
を
明
か
し
、
火
鉢
或

は
雪
の
上
に
火
を
焚
、
や
う
や
う
朝
飯
な
ど
給
候
て
、
そ
れ
よ
り
銘
々
假
屋
を
し
つ
ら
い

住
居
せ
し
こ
と
既
に
四
五
日
に
至
り
候
。
尤
雪
消
次
第
春
風
の
度
に
は
假
屋
を
も
幾
度
か

掛
直
し
住
居
せ
し
な
り
。（
後
略
）（
同
上
書
、
四
二
三
）

今
も
昔
も
、
私
た
ち
は
、
地
震
が
発
生
す
る
前
か
ら
発
生
後
の
こ
と
ま
で
を
人
に
伝
え
よ
う
と

し
て
き
た
。「
聞
も
伝
え
ぬ
強
き
地
震
」、「
大
地
動
揺
ら
し
て
暫
く
不
止
」
と
は
、
昔
も
今
も
変

わ
ら
ぬ
同
じ
感
覚
で
あ
る
。

（ 3 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡



一
─
3
　
対
応
す
る

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
直
後
に
は
、
被
害
が
あ
る
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

阪
急
電
鉄
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
直
後
の
一
時
間
余
り
の
間
に
、
次
の
よ

う
な
作
業
が
行
わ
れ
、
被
害
を
把
握
し
は
じ
め
た
。

5
時
46
分　

兵
庫
県
南
部
地
震
発
生
。

5
時
47
分　

地
震
2
号
指
令
発
令
、
全
列
車
に
緊
急
停
止
を
指
示
。
技
術
関
係
各
部
に
地
震

指
令
を
発
令
、
施
設
点
検
を
指
示
。

5
時
52
分　

運
転
指
令
よ
り
各
列
車
に
旅
客
の
安
全
な
場
所
へ
の
誘
導
を
指
示
。

5
時
53
分　

伊
丹
駅
よ
り
駅
崩
壊
の
報
告
受
報
。

5
時
55
分　

鉄
道
施
設
部
施
設
課
、
非
常
呼
出
。

5
時
56
分　

今
津
線　

T
♯
5
6
4
列
車
、
宝
塚
～
宝
塚
南
口
間
パ
ー
ク
裏
付
近
で
列
車

脱
線
の
た
め
負
傷
者
発
生
、
救
急
車
の
要
請
受
報
。

6
時
00
分　

電
気
部
電
路
課
非
常
呼
出
。
電
路
設
備
の
徒
歩
巡
回
開
始
。
保
安
シ
ス
テ
ム
宝

塚
～
西
宮
北
口
間
巡
回
開
始
。
車
両
部
車
両
課
、
非
常
呼
出
。

6
時
13
分　

本
線
T
♯
K
5
2
4
列
車
が
三
宮
駅
大
阪
方
で
脱
線
を
確
認
。
甲
陽
園
駅
が

地
割
れ
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
報
。

6
時
20
分　

夙
川
駅
地
割
れ
、
陥
没
、
隆
起
の
た
め
走
行
不
可
と
の
報
告
受
報
。
西
宮
車
庫

内
お
よ
び
車
両
点
検
開
始
。

6
時
26
分　

西
宮
北
口
～
門
戸
厄
神
間
国
道
1
7
1
号
線
の
橋
桁
落
下
確
認
。

6
時
39
分　

今
津
線
T
♯
5
6
5
列
車
よ
り
大
阪
方
第
1
軸
脱
線
を
受
報
。

6
時
40
分　

保
安
シ
ス
テ
ム
園
田
か
ら
西
宮
北
口
、
三
宮
～
西
宮
北
口
間
巡
回
開
始
。

6
時
43
分　

門
戸
厄
神
～
甲
東
園
間
、
新
幹
線
橋
桁
落
下
確
認
。

6
時
47
分　

夙
川
～
芦
屋
川
間
、
民
家
が
線
路
側
の
鉄
柱
に
よ
り
か
か
り
鉄
柱
が
傾
斜
し
て

い
る
と
の
報
告
受
報
。

7
時
00
分　
（
仮
）
地
震
災
害
対
策
本
部
設
置
。
施
設
課
、
梅
田
～
西
宮
北
口
間
、
西
宮
北

口
～
三
宮
間
、
今
津
線
西
宮
北
口
～
宝
塚
間
徒
歩
巡
回
開
始
。

被
害
状
況

　
　

・
武
庫
川
橋
梁
橋
台
橋
脚
傾
斜
お
よ
び
取
付
盛
土
部
道
床
陥
没
。

　
　

・‌�

西
宮
高
架
橋
倒
壊
、夙
川
駅
道
床
陥
没
、お
よ
び
ホ
ー
ム
上
家
損
壊
、下
り
側
沿
マ
ン
シ
ョ

ン
倒
壊
。

　
　

・
下
猪
名
川
橋
梁
橋
台
背
面
盛
土
沈
下
。

　
　

・
園
田
高
架
通
り
狂
い
。

　
　

・
塚
口
跨
線
橋
橋
台
背
面
盛
土
沈
下
陥
没
。

　
　

・
東
芦
屋
付
近
擁
壁
倒
壊
。

7
時
01
分　

指
令
一
斉
電
話
に
よ
り
現
在
復
旧
見
込
み
な
し
を
連
絡
。
西
宮
車
庫
内
点
検

完
了
。

　
　
（�

阪
急
電
鉄
「
地
震
発
生
後
24
時
間
の
初
動
状
況
概
要
（
神
戸
線
）」
二
〇
八
。
引
用
に
際
し

て
元
の
表
形
式
に
手
を
加
え
て
い
る
。）

作
業
は
続
け
ら
れ
、翌
18
日
の
早
朝
5
時
17
分
「
西
宮
北
口
発
梅
田
行
き
営
業
列
車
運
転
開
始
」

と
な
っ
た
。
こ
の
区
間
だ
け
、
翌
日
の
始
発
か
ら
営
業
運
転
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
。
全
線
が
開

通
し
た
の
は
1
4
6
日
目
の
6
月
12
日
で
あ
る
（
同
上
書
、
四
〇
）。

一
─
4
　
避
難
す
る
、
避
難
に
対
応
す
る

地
震
の
あ
と
に
生
じ
る
こ
と
と
し
て
、
避
難
所
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
避
難
所
の
は
じ
ま
り
と

は
、
地
震
の
発
生
直
後
に
、
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
避
難
所
の

終
わ
り
と
は
、
事
前
に
期
限
が
決
め
ら
れ
て
、「
最
後
ま
で
」
避
難
し
て
い
た
人
の
全
て
が
出
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
学
校
に
避
難
す
る
〉

筆
者
は
、
地
震
発
生
の
三
日
後
に
、
あ
る
避
難
所
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
入
っ
た
。
そ

こ
は
公
立
の
中
学
校
で
あ
る
。
二
週
間
後
に
は
、
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
半
年
の
あ

い
だ
、
中
学
校
と
避
難
所
が
、
学
校
と
い
う
ひ
と
つ
の
空
間
を
分
け
合
っ
た
。

〈「
十
人
か
け
る
十
人
で
百
人
」〉

学
校
の
先
生
に
よ
れ
ば
、
地
震
か
ら
約
二
時
間
後
の
午
前
七
時
半
に
は
「
運
動
場
に
は
人
い
っ

（ 4 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）



ぱ
い
」
で
あ
っ
た
。
体
育
館
は
被
害
を
受
け
て
い
た
の
で
、
学
校
は
教
室
に
入
れ
る
こ
と
を
決
断

し
た
。
一
階
か
ら
四
階
ま
で
教
室
は
人
で
埋
ま
っ
た
。
人
数
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

出
入
り
は
頻
繁
に
あ
っ
た
し
、
数
え
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
ひ
と
り
の
先
生
が
、
あ
る
部
屋
の
扉

を
あ
け
て
中
を
覗
い
て
「
十
人
か
け
る
十
人
で
百
人
で
す
ね
」
と
言
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
状
況
を

物
語
っ
て
い
る
。
地
震
の
直
後
の
状
況
を
示
す
の
は
、
避
難
所
と
い
う
場
所
に
、
お
よ
そ
何
人
く

ら
い
の
人
が
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。
避
難
し
て
い
た
人
に
よ
れ
ば
「
隣
に
は
知
ら
な

い
人
が
寝
て
い
る
」
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
年
齢
も
性
別
も
住
所
も
職
業
も
関
係
な
く
、
家
族
構

成
も
、
知
り
合
い
で
あ
る
か
ど
う
か
も
、
何
を
持
っ
て
き
て
い
る
か
も
、
ど
ん
な
服
装
で
あ
る
の

か
も
、
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
、
お
よ
そ
の
人
数
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
き

な
地
震
が
発
生
し
た
直
後
の
、
大
都
市
部
に
お
け
る
「
被
害
状
況
」
と
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
避

難
し
て
い
る
人
の
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
正
し
く
概
数
で
あ
る
。

〈
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
〉

や
が
て
、
一
日
一
日
が
経
過
し
、
学
校
／
避
難
所
と
し
て
の
集
合
的
な
生
活
が
続
い
て
い
く
。
学

校
や
教
育
委
員
会
、
市
の
災
害
対
策
本
部
な
ど
の
管
轄
の
も
と
で
、
地
震
前
の
居
住
地
の
町
ご
と
に

「
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
つ
く
り
、
体
育
館
な
ど
の
「
住
む
」
場
所
を
固
定
し
、
名
簿
を
つ
く
り
、
人
数
を

把
握
し
、弁
当
や
飲
み
物
な
ど
は
、そ
の
人
数
を
も
と
に
し
て
届
く
よ
う
に
な
る
。こ
の
避
難
所
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
代
表
を
出
し
て
も
ら
い
、
学
校
側
と
筆
者
な
ど
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
が
、
定
期

的
に
会
議
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
物
資
を
分
け
る
、
炊
き
出
し
の
予
定
を
伝
え
る
、
簡
易
ト
イ
レ

の
掃
除
の
分
担
を
決
め
る
、
な
ど
な
ど
、
ひ
と
つ
の
避
難
所
と
し
て
の
「
運
営
」
で
あ
る
。
以
上
は
、

誰
も
経
験
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
、
相
談
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

〈
断
熱
材
〉

教
室
や
体
育
館
の
区
割
り
で
分
け
ら
れ
た
場
所
そ
れ
ぞ
れ
に
も
、い
ろ
い
ろ
な
関
係
が
生
じ
る
。

体
育
館
の
床
に
敷
い
て
寒
さ
を
和
ら
げ
よ
う
と
持
ち
込
ま
れ
た
断
熱
材
は
、
一
夜
の
う
ち
に
各
所

帯
を
分
け
る
壁
に
な
っ
て
い
た
。
避
難
し
て
い
た
人
の
話
で
は
、
あ
る
時
、
そ
の
上
に
リ
ン
ゴ
が

置
か
れ
て
い
た
。そ
こ
か
ら
付
き
合
い
が
は
じ
ま
っ
た
所
帯
が
あ
る
。「
5
5
1
」の
餃
子
を
も
ら
っ

た
り
、時
に
は
、夫
婦
喧
嘩
で
靴
下
が
空
中
を
飛
ん
で
い
た
り
も
す
る
。そ
う
い
う
空
間
で
あ
っ
た
。

〈
リ
ボ
ン
〉

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
日
常
生
活
を
す

る
場
で
あ
り
、
あ
る
人
が
会
議
で
発
言
し
た
よ
う
に
「
大
き
な
家
族
や
と
思
て
る
ね
ん
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
っ
た
。
名
簿
が
つ
く
ら
れ
、
人
数
が
把
握
さ
れ
、
役
割
分
担

が
な
さ
れ
、
立
ち
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
学
校
の
な
か
と
は
い
え
、
そ
こ
は
自
分
た

ち
の
生
活
の
場
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、「
外
の
人
」
が
、「
知
ら
な
い
人
」
が
、
入
っ
て
く
る
こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る

よ
う
に
な
る
。
あ
る
時
、「
外
の
人
」「
知
ら
な
い
人
」
が
中
に
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
い

う
こ
と
で
、「
中
の
人
」
は
、
そ
の
目
印
と
し
て
リ
ボ
ン
を
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
人
数
分
の
リ
ボ
ン
を
用
意
し
て
配
布
し
た
の
で
あ
る
が
、
数
日
の
う
ち
に
、
そ
の
リ
ボ
ン

を
付
け
た
「
知
ら
な
い
人
」
が
入
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
避
難
所
と
い
う
空
間
が
、

ど
こ
ま
で
開
放
的
な
場
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
、
明
確
な
基
準
は
な
か
っ
た
。

〈
ベ
ン
ツ
で
弁
当
を
も
ら
い
に
来
る
〉

仮
設
住
宅
に
移
る
人
、
親
戚
な
ど
を
頼
っ
て
出
て
行
く
人
、
い
つ
の
間
に
か
い
な
く
な
っ
て
い

る
人
な
ど
、
人
数
は
確
実
に
減
っ
て
い
っ
た
。
避
難
所
と
し
て
使
え
る
空
間
も
、
徐
々
に
限
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、食
事
や
物
資
の
配
給
、無
料
の
電
話
の
設
置
な
ど
、事
実
上
、

避
難
所
に
い
る
人
た
ち
を
主
な
対
象
と
す
る
便
宜
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
食
事

（
弁
当
）の
配
給
に
は
、端
的
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。中
の
人
、つ
ま
り
避
難
し
て
い
る
人
の
数
と
、

外
の
人
、
つ
ま
り
避
難
し
て
い
な
い
が
食
事
を
と
り
に
く
る
人
数
を
合
計
し
て
対
策
本
部
に
連
絡

し
、
毎
回
の
食
事
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
か
ら
、
配
給
は
中
の

人
だ
け
に
な
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
地
震
で
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
所
に
い
る
人

に
だ
け
、
食
事
や
飲
み
物
な
ど
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
水
道
や
ガ
ス
、
電
気
な
ど

が
復
旧
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
最
初
の
正
確
な
人
数
さ
え
数
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
は
、
半
年
後
に
は
、
避
難
所

閉
鎖
と
共
に
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
物
資
も
、
足
り
な
い
も
の
と
余
る
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
余
っ

て
い
る
物
資
に
つ
い
て
は
、
外
の
人
に
も
渡
す
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
取
り
に
来
る
外
の

人
た
ち
に
は
、
中
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
よ
り
も
ず
っ
と
大
変
だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
て
い
た
。
大

き
な
地
震
が
発
生
し
、
鉄
道
が
不
通
と
な
り
、
ガ
ス
や
水
道
が
と
ま
り
、
家
に
住
め
な
い
と
い
う

状
況
か
ら
「
復
旧
」
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、
家
の
あ
る
場
所
や
家
そ
の
も
の
の
被
害
状
況
に
よ

（ 5 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡



り
「
大
変
さ
」
は
多
様
に
な
っ
て
く
る
。
頼
れ
る
親
戚
が
い
る
け
れ
ど
行
か
な
い
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
も
あ
る
。
全
壊
・
半
壊
・
一
部
損
壊
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
状
況
な
ど
、
い
く

つ
か
「
大
変
さ
」
を
分
類
す
る
指
標
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
避
難
所
に
い
る
か
い
な
い
か

と
い
う
こ
と
と
は
対
応
し
な
い
。
地
震
直
後
に
怪
我
で
入
院
し
、
数
日
後
に
避
難
し
て
き
た
人
も

い
た
が
、
地
震
直
後
に
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
な
か
で
出
て
行
か
な
か
っ
た
人
が
避
難
所
に
居

続
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
時
、
ベ
ン
ツ
に
乗
っ
て
弁
当
や
日
用
品
を
も
ら
い
に
来
る
人
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。

違
和
感
を
感
じ
る
意
見
も
あ
っ
た
。
日
常
の
生
活
水
準
か
ら
す
れ
ば
、
ど
こ
で
も
食
事
が
で
き
る

は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
避
難
所
に
弁
当
を
も
ら
い
に
来
る
の
か
、
と
。
し
か
し
、
生
活
水
準
と

は
関
係
な
く
、
求
め
る
人
に
渡
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
ベ
ン
ツ
に
乗
っ
て
い
る
人
も
、
今
そ
れ
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
他
の
人
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

〈「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」〉

筆
者
を
含
む
数
名
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」が
、実
質
的
に
こ
の
避
難
所
の「
運
営
」を
担
っ
て
い
た
。

「
本
部
」
と
い
う
拠
点
を
つ
く
り
、弁
当
や
物
資
の
管
理
、来
訪
者
へ
の
対
応
、炊
き
出
し
の
調
整
、

学
校
と
の
交
渉
な
ど
を
し
て
い
た
。
最
初
の
一
ヶ
月
、二
ヶ
月
は
、毎
日
数
多
く
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
が
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
継
続
的
に
通
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
限
ら
れ
て
い
た
。「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
定
義
や
仕
事
の
範
囲
な
ど
は
、
曖
昧
で
あ
っ
て
、
避
難
し
て
い
る
人
も
学
校
関

係
者
も
で
き
な
い
こ
と
を
手
伝
う
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
自
身
も
、
最
初
に
入
っ

た
時
に
丸
一
日
滞
在
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
の
本
数
を
数
え
る
な
ど
し
て
、
そ
の
時
々

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
は
自
分
し
か
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
入
れ
替
わ
り

や
っ
て
く
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
指
示
を
す
る
な
ど
、「
運
営
」
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

終
了
後
に
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
自
分
た
ち
避
難
し
て
い
た
人
間
が
運
営
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た

と
振
り
返
る
人
も
い
た
。
形
式
的
に
は
学
校
の
管
轄
下
で
避
難
所
は
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
避
難
所
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
、
そ
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
焚
出
し
、
御
救
小
屋
、
御
救
米
〉

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
何
度
と
な
く
、
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
、
同
じ
よ
う
な
状
況
が
生
じ

て
き
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
地
震
や
火
災
の
被
害
が
生
じ
た
際

に
は
、
焚
出
し
を
し
た
り
、
御
救
小
屋
と
い
う
避
難
所
を
つ
く
っ
た
り
、
御
救
米
と
し
て
米
を
配

布
し
た
り
と
、現
在
と
同
じ
よ
う
な
救
援
活
動
が
行
わ
れ
た
。
裕
福
な
町
人
は
、「
施
行
」
と
し
て
、

金
銭
の
ほ
か
に
、
味
噌
、
茶
、
そ
ば
、
沢
庵
、
梅
干
し
、
な
ど
を
配
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

発
生
し
た
地
震
と
被
害
を
伝
え
て
記
録
す
る

二
─
1
　
報
じ
る

発
生
し
た
地
震
は
、
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
五
年
の
一
月
、
あ
の
地
震
が
発
生
し
た
日
に
東
京
で
発
行
さ
れ
た
夕
刊
で
は
、
次
の
よ

う
に
報
じ
ら
れ
た
。

神
戸
中
心
に
大
震
災
／
震
度
6　

死
者
・
不
明
者
数
百
人
／
高
速
道
路
や
ビ
ル
崩
壊
─

M
7
・
2　

直
下
型
／
淡
路
島
震
源

17
日
午
前
5
時
46
分
ご
ろ
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
西
日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
の
広

い
地
域
で
地
震
が
あ
っ
た
。
大
阪
管
区
気
象
台
に
よ
る
と
、
直
下
型
地
震
で
、
神
戸
と
洲

本
で
震
度
6（
烈
震
）を
記
録
し
た
ほ
か
、京
都
、彦
根
、豊
岡
で
震
度
5（
強
震
）と
な
っ
た
。

震
源
は
淡
路
島
付
近
で
、
北
緯
34
・
6
度
、
東
経
1
3
5
・
0
度
で
、
震
源
の
深
さ
は

約
20
キ
ロ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
7
・
2
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
震
で
淡
路
島
や

神
戸
を
は
じ
め
近
畿
の
各
地
で
建
物
が
倒
壊
し
、
火
災
が
発
生
。
警
察
庁
の
正
午
現
在
の

ま
と
め
に
よ
る
と
、
死
者
は
2
0
3
人
、
重
傷
者
は
3
9
0
人
。
自
治
省
消
防
庁
に
よ

る
と
、
負
傷
者
は
1
万
3
千
人
。
生
き
埋
め
な
ど
行
方
不
明
者
は
3
3
1
人
に
の
ぼ
る
。

J
R
の
新
幹
線
、
在
来
線
、
私
鉄
が
損
傷
を
受
け
、
高
速
道
路
の
陥
没
、
高
架
の
落
下

が
相
次
ぎ
、
交
通
網
は
マ
ヒ
状
態
と
な
っ
た
。
気
象
庁
は
「
平
成
7
年
（
1
9
9
5
年
）

兵
庫
県
南
部
地
震
」
と
命
名
し
た
。
近
畿
地
方
で
震
度
6
を
記
録
し
た
の
は
、
1
9
2
7

年
3
月
7
日
、
丹
後
半
島
を
中
心
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
北
丹
後
地
震
（
M
7
・
3
）
の

豊
岡
（
兵
庫
）
以
来
68
年
ぶ
り
。
大
阪
管
区
気
象
台
に
よ
る
と
、
淡
路
島
か
ら
六
甲
に
か

け
て
走
る
断
層
の
い
ず
れ
か
が
動
い
た
と
み
て
い
る
。（
1
9
9
5
年
1
月
17
日　

朝
日

新
聞
夕
刊　

東
京
本
社
3
版　

1
面
）
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東
京
発
行
の
新
聞
の
夕
刊
で
、
早
朝
に
関
西
で
発
生
し
た
地
震
を
報
じ
た
記
事
で
あ
る
。
震
源

や
震
度
な
ど
の
地
震
そ
の
も
の
の
説
明
と
被
害
の
概
要
と
、
過
去
の
地
震
と
の
比
較
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。
2
面
以
降
に
も
多
く
の
記
事
と
写
真
が
あ
る
。
そ
の
後
も
、
連
日
、
そ
の
時
点
で
最
新

と
さ
れ
る
内
容
が
報
じ
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
被
害
に
つ
い
て
で
あ
る
。

二
─
2
　
記
録
す
る

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
被
害
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
現
在
に
残
る

さ
ま
ざ
ま
な
文
献
資
料
に
は
、
そ
れ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
最
も
古
い
記
録
は
、『
日
本
書
紀
』

巻
第
十
三
（
允
恭
天
皇
）
の
「
五
年
秋
七
月
丙
子
朔
己
丑
、
地
震
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
允
恭

天
皇
の
五
年
の
秋
七
月
に
「
地
（
な
ゐ
）
震
（
ふ
る
）」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
西
暦
四
一
六
年

と
さ
れ
る
。

同
じ
『
日
本
書
紀
』
の
巻
第
二
十
九
、
天
武
天
皇
十
三
年
（
西
暦
六
八
四
年
）
十
月
の
と
こ
ろ

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

壬
辰
、
逮
二

于
人
定
一

、
大
地
震
。
擧
レ

國
男
女
叫
唱
、
不
知
東
西
。
則
山
崩
河
涌
。

諸
國
郡
官
舍
、
及
百
姓
倉
屋
、
寺
塔
神
社
破
壤
之
類
、
不
レ

可
二

勝
數
一

。
由
レ

是
、
人
民

及
六
畜
、
多
死
傷
之
。
時
伊
豫
湯
泉
、
没
而
不
レ

出
。
土
左
國
田
菀
五
十
餘
萬
頃
没
為
レ

海
。
古
老
曰
、
若
レ

是
地
動
、
未
二

曾
有
一

也
。（
坂
本
太
郎
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀　

下
』

四
六
四
─
四
六
五
）

壬
み
ず
の
え

 

辰た
つ
（
十
四
日
）
に
、人い
の
と
き定
（
午
後
十
時
ご
ろ
）
に
な
っ
て
大
き
な
地
震
が
お
こ
り
、

国
中
の
男
女
が
叫
び
あ
い
、
逃
げ
ま
ど
っ
た
。
山
は
崩
れ
、
川
は
わ
き
か
え
り
、
諸
国

の
国
郡
の
庁
舎
、
百
お
お
み
た
か
ら
姓
の
家
屋
や
倉
庫
、
寺
院
・
神
社
の
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
数
知
れ

ず
、
人
お
お
み
た
か
ら
民
や
家
畜
も
多
く
死
傷
し
た
。
こ
の
と
き
、
伊い
よ
の予
温ゆ泉
（
道
後
温
泉
）
が
埋
も

れ
て
出
な
く
な
り
、
土と
さ
の
く
に

左
国
で
は
田
五
十
余
万
頃し
ろ

（
約
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
海

に
没
し
た
。
古
老
は
、「
こ
の
よ
う
な
地
震
は
、か
つ
て
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
言
っ
た
。

（
井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
Ⅲ
』
二
八
八
）

ど
の
時
代
の
記
録
に
も
、そ
れ
が
公
式
の
歴
史
文
書
で
あ
っ
て
も
私
的
な
書
簡
類
で
あ
っ
て
も
、

大
き
な
地
震
は
、
そ
の
当
事
者
に
と
っ
て
「
未
曾
有
也
」
の
出
来
事
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
故
に
記
録
を
し
た
の
で
あ
る
。

観
測
が
開
始
さ
れ
る
以
前
の
地
震
、
つ
ま
り
文
献
に
記
さ
れ
た
だ
け
の
地
震
は
「
歴
史
地
震
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
一
八
七
二
年
あ
る
い
は
一
八
八
五
年
以
前
の
地
震
」
で
あ
る
（
宇
津
徳
治

『
地
震
活
動
総
説
』
一
八
〇
）。
明
治
に
な
っ
て
最
も
大
き
な
被
害
の
出
た
濃
尾
地
震
（
明
治
二
四

年
、
一
八
九
一
年
）
を
受
け
て
、
翌
年
に
震
災
予
防
調
査
会
（
後
に
震
災
予
防
評
議
会
と
改
称
）

と
い
う
組
織
が
発
足
し
た
。
そ
の
仕
事
の
ひ
と
つ
が
、
歴
史
地
震
の
記
録
の
収
集
で
あ
っ
た
。
そ

の
成
果
は
、『
増
訂　

大
日
本
地
震
史
料
』
と
し
て
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
が
一
九
四
一
年
か
ら

一
九
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
最
後
の
第
四
巻
は
『
日
本
地
震
史
料
─
並
び
に
隣
接
地
域
』
と
い

う
表
題
で
収
集
開
始
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
後
の
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
。「
日

記
・
随
筆
・
郷
土
誌
の
類
」
や
「
口
碑
」「
伝
承
」、
外
国
人
が
記
し
た
資
料
、
台
湾
や
朝
鮮
の
地

震
記
録
、地
震
と
噴
火
に
関
係
す
る
現
象
の
記
録
な
ど
を
加
え
て
六
千
四
百
余
が
集
め
ら
れ
た（
今

村
明
恒
「
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
序
」）。
夥
し
い
数
の
地
震
と
噴
火
に
関
す
る
記
録
が
日
本
に
は

伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
わ
ず
か
一
〇
年
後
で
も
、
過
去
の
地
震
と
し
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
九
九
五

年
の
地
震
は
、
二
〇
〇
五
年
の
百
科
事
典
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

1
9
9
5
年
（
平
成
7
）
1
月
17
日
5
時
46
分
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・

2
の
、
明
石
海
峡
の
淡
路
島
寄
り
を
震
源
と
す
る
地
震
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）
に
伴
う
地

震
被
害
。
死
者
6
4
2
5
名
、不
明
2
名
、負
傷
4
万
名
以
上
。
住
宅
全
半
壊
20
万
以
上
、

住
宅
全
半
焼
7
0
0
0
以
上
に
の
ぼ
る
。
道
路
、鉄
道
な
ど
交
通
網
、ガ
ス
、水
道
、電
気
、

電
話
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
が
寸
断
さ
れ
た
ほ
か
、
護
岸
、
港
湾
施
設
な
ど
が
破
壊
さ

れ
た
。
山
麓
部
で
は
地
滑
り
が
、
臨
海
部
で
は
大
規
模
な
地
盤
の
液
状
化
現
象
が
観
測
さ

れ
た
。
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
構
造
物
の
多
く
は
木
造
住
宅
で
あ
る
が
、
中
・
高
層

ビ
ル
の
倒
壊
や
破
壊
、
高
架
橋
の
破
壊
な
ど
も
起
こ
っ
た
。
消
火
栓
が
使
用
不
能
、
交
通

障
害
に
よ
る
消
火
活
動
の
遅
れ
、
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
急
速
な
延
焼
拡
大

な
ど
の
条
件
下
で
、
火
災
が
多
発
し
（
2
8
5
件
と
推
定
さ
れ
る
）、
災
害
を
さ
ら
に
大
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き
な
も
の
と
し
た
。

地
震
は
、
東
西
方
向
の
圧
縮
力
を
受
け
、
淡
路
島
か
ら
神
戸
ま
で
の
延
長
約
40
㎞
に
わ

た
る
南
西
か
ら
北
東
に
走
る
断
層
群
が
約
2
m
横
ず
れ
を
起
こ
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

断
層
面
の
破
壊
は
、
東
経
1
3
5
・
0
度
、
北
緯
34
・
6
度
の
明
石
海
峡
の
淡
路
島
寄
り
、

深
さ
18
㎞
の
地
点
か
ら
始
ま
り
、
南
西
・
北
東
方
向
へ
伝
播
し
た
。
淡
路
島
側
で
は
野
島

断
層
が
破
壊
を
起
こ
し
、
若
干
の
縦
ず
れ
を
伴
い
、
淡
路
島
北
西
部
海
岸
沿
い
の
地
表
に

約
10
㎞
の
断
層
が
出
現
し
た
。
北
東
方
向
で
は
破
壊
は
地
下
深
部
に
と
ど
ま
り
、
地
表
に

は
大
き
な
破
壊
が
及
ん
で
い
な
い
。
神
戸
、
洲
本
で
も
震
度
6
を
記
録
し
た
。
そ
の
後
の

調
査
に
よ
り
、
神
戸
市
、
西
宮
市
の
一
部
な
ど
で
は
初
め
て
震
度
7
が
適
用
さ
れ
た
。

（『
世
界
大
百
科
事
典　

ア
ル
マ
ナ
ッ
ク
』
第
二
版
、
二
〇
〇
五
年
）

あ
の
地
震
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
被
害
が
簡
潔

に
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
続
い
て
、
発
生
し
た
地
震
そ
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

第
三
章　

回
顧
す
る
、
比
較
す
る

時
間
が
さ
ら
に
経
過
す
れ
ば
、
回
顧
さ
れ
る
と
共
に
、
ひ
と
つ
の
地
震
の
説
明
は
他
の
地
震
と

も
関
連
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
─
1
　
回
顧
す
る

「
政
府
の
特
別
の
機
関
」
と
し
て
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
と
い
う
組
織
が
あ
る
。「
平
成
7
年

1
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
活
か
し
、
地
震
に
関
す
る
調
査
研
究
の
成

果
を
社
会
に
伝
え
、
政
府
と
し
て
一
元
的
に
推
進
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
」
で
あ
る
。
こ
の

組
織
が
発
表
し
て
い
る
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
と
い

う
内
陸
直
下
の
大
地
震
で
、
地
震
調
査
委
員
会
で
は
六
甲
・
淡
路
島
断
層
帯
の
一
部
が
活

動
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。淡
路
島
に
あ
る
野
島
断
層
で
は
、

断
層
の
南
東
側
は
北
西
側
に
比
べ
最
大
1
・
4
m
隆
起
し
、
南
西
の
方
向
へ
最
大
2
・

1
m
ず
れ
ま
し
た
。

地
震
が
発
生
す
る
直
前
に
お
け
る
六
甲
・
淡
路
島
断
層
帯
主
部
の
淡
路
島
西
岸
区
間（
野

島
断
層
を
含
む
区
間
）
で
の
発
生
確
率
を
後
か
ら
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
30
年
以
内
に
地
震

が
起
こ
る
確
率
は
0
・
02
～
8
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
「
地
震
発
生
可
能
性
の
長
期
評
価
」
を
進
め
る
中
で
、
兵
庫
県
南
部
地

震
と
同
程
度
か
、
そ
れ
以
上
の
確
率
で
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
活
断
層
が
数
多

く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jishin.go.jp/

、　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

日
本
に
は
「
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
活
断
層
」
は
「
数
多
く
」
あ
り
、
ど
こ
で
も
大

き
な
地
震
が
発
生
す
る
。「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
も
、
そ
の
数
多
く
の
地
震
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
直
前
の
発
生
確
率
が
低
く
て
も
発
生
す
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。

三
─
2
　
比
較
す
る
、
分
析
す
る

こ
れ
ま
で
に
発
生
し
た
と
さ
れ
る
地
震
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
集
約
さ
れ
て
、
比
較
さ
れ
、
そ
こ

に
規
則
性
を
見
い
だ
そ
う
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

国
立
天
文
台
が
編
纂
し
て
毎
年
発
行
さ
れ
る『
理
科
年
表
』と
い
う
資
料
集
が
あ
る
。
暦
、天
文
、

気
象
、物
理
・
化
学
、地
学
、生
物
、環
境
と
い
う
七
つ
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、地
学
部
は
、地
理
、

火
山
、
地
震
、
地
磁
気
お
よ
び
重
力
、
電
離
圏
の
五
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
一
一
月

発
行
の
「
第
八
七
冊
」
に
は
、「
日
本
付
近
の
お
も
な
被
害
地
震
年
代
表
」
と
い
う
一
覧
が
あ
る
。

西
暦
四
一
六
年
の
「
地
震
」
と
い
う
だ
け
の
『
日
本
書
記
』
の
記
述
か
ら
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で

に
発
生
し
た
四
三
〇
の
地
震
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、西
暦（
日
本
暦
）、北
緯
、

東
経
、
M
＝
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
、
地
域
、
名
称
、
被
害
摘
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
」
は
、
4
0
4
と
い
う
番
号
が
付
け
ら
れ
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

1
9
9
5　

1　

17
（
平
成
7
）　

34
・
6
　

1
3
5
・
0
　

M
7
・
3　

（ 8 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）



M
w
6
・
9　
［
被
害
等
級
］
6　

淡
路
島
付
近　
『
兵
庫
県
南
部
地
震
』（K

obe 

Earthquake

）　
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』　

活
断
層
の
活
動
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
直
下
型
地

震
。
神
戸
、
洲
本
で
震
度
6
だ
っ
た
が
、
現
地
調
査
に
よ
り
淡
路
島
の
一
部
か
ら
神
戸
市
、

芦
屋
市
、
西
宮
市
、
宝
塚
市
に
か
け
て
震
度
7
の
地
域
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

多
く
の
木
造
家
屋
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
な
ど
の
建
物
の
ほ
か
、
高
速
道
路
、

新
幹
線
を
含
む
鉄
道
線
路
な
ど
も
崩
壊
し
た
。
被
害
は
、
死
6
4
3
4
、
不
明
3
、
傷

4
3
7
9
2
、
住
家
全
壊
1
0
4
9
0
6
、
半
壊
1
4
4
2
7
4
、
全
半
焼
7
1
3
2

な
ど
。
早
朝
で
あ
っ
た
た
め
、
死
者
の
多
く
は
家
屋
の
倒
壊
と
火
災
に
よ
る
。

ち
な
み
に
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
は
、
4
2
3
番
で
あ
る
。

2
0
1
1　

3　

11
（
平
成
23
）　

38
・
1
　

1
4
2
・
9
　

M
9
・
0　

M
w
9
・
1　
［
被
害
等
級
］
7　

三
陸
沖　
『
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
』（T

ohoku 

Earthquake

）　
『
東
日
本
大
震
災
』　

日
本
海
溝
沿
い
の
沈
み
込
み
帯
の
大
部
分
、
三

陸
沖
中
部
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
の
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
す
る
逆
断
層
型
超
巨
大

地
震
（
深
さ
24
㎞
）。
3
月
9
日
に
M
7
・
3
（
M
w
7
・
4
）
の
前
震
、
震
源
域
内

や
付
近
の
余
震
・
誘
発
地
震
は
M
7
・
0
以
上
が
6
回
、
M
6
・
0
以
上
が
97
回
、
死

1
8
4
9
3
、
不
明
2
6
8
3
、
傷
6
2
1
7
、
住
家
全
壊
1
2
8
8
0
1
、
半
壊

2
6
9
6
7
5
、（
余
震
・
誘
発
地
震
を
一
部
含
む　

2
0
1
3
年
3
月
現
在
）。
死
者

の
90
％
以
上
が
水
死
で
、
原
発
事
故
を
含
む
被
害
の
多
く
は
巨
大
津
波
（
現
地
調
査
に
よ

れ
ば
最
大
約
40
m
）
に
よ
る
も
の
。
最
大
震
度
7
（
宮
城
県
栗
原
市
）、
6
強
が
宮
城
県

13
市
町
村
、
福
島
県
11
市
町
、
茨
城
県
8
市
、
栃
木
県
5
市
町
だ
が
、
揺
れ
に
よ
る
被
害

は
比
較
的
大
き
く
な
か
っ
た
。
こ
の
領
域
で
は
未
知
の
規
模
で
、
8
6
9
年
貞
観
の
三

陸
沖
地
震
と
1
8
9
6
年
三
陸
沖
地
震
級
の
津
波
地
震
が
合
わ
せ
て
襲
来
と
の
見
方
が

あ
る
。

地
震
と
そ
れ
に
よ
る
被
害
の
概
要
が
、
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
理
科
年
表
』
で
は
、

約
一
六
〇
〇
年
間
の
四
三
〇
の
地
震
が
比
較
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
末
ま
で
の 「
被
害
地
震
」 

を
集
め
た 『
日
本
被
害
地
震
総
覧
5
9
9
─
2
0
1
2
』 

に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

［
西
暦
］
5
9
9
年
か
ら
2
0
1
2
年
ま
で
の
1
4
1
4
年
間
の
被
害
地
震
数
は
、

9
6
5
、
明
治
以
後
の
み
で
は
1
4
5
年
間
に
6
2
3
の
被
害
地
震
と
な
り
、
年
平

均
は
約
4
・
3
回
で
あ
る
。
最
近
63
年
間
で
は
総
数
3
6
4
で
年
平
均
は
5
・
8
回
と

な
る
。
近
年
に
な
る
ほ
ど
記
録
が
整
っ
て
、
微
小
被
害
地
震
も
漏
れ
な
く
記
録
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
宇
佐
美
龍
夫
ほ
か
著
『
日
本
被
害
地
震
総
覧
5
9
9
─

2
0
1
2
』
一
七
）。

同
書
で
は
、
被
害
地
震
を
「
家
屋
・
人
工
構
築
物
・
地
盤
（
面
）
に
な
ん
ら
か
の
損
傷
・
変
化

の
あ
っ
た
地
震
」
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
総
括
が
あ
る
。

日
本
付
近
で
は
、
平
均
し
て
、
規
模
［
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
］
6
以
上
の
地
震
が
年
間
16

～
17
回
、
7
以
上
が
1
～
2
回
、
8
以
上
の
地
震
は
10
年
に
約
1
回
の
割
で
起
き
て
い
る
。

規
模
6
以
上
の
地
震
が
内
陸
浅
所
に
起
こ
れ
ば
必
ず
多
少
の
被
害
を
伴
う
。
条
件
が
悪
け

れ
ば
5
程
度
の
と
き
に
も
小
被
害
を
伴
う
。
わ
が
国
の
地
震
は
洋
上
に
あ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
被
害
の
点
で
は
助
か
っ
て
い
る
（
同
上
書
、
四
）。

興
味
深
い
の
は
「
日
本
付
近
」
と
い
う
範
囲
で
あ
る
。
被
害
を
及
ぼ
し
た
地
震
は
、
震
源
が
陸

地
（
の
下
）
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
海
（
の
下
）
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
指
摘

は
、
被
害
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
て
の
数
と
頻
度
で
あ
る
。
日
本
列
島
は
、
世
界
で
も

特
に
地
震
の
発
生
が
多
い
場
所
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
地

面
の
真
下
で
起
こ
る
も
の
よ
り
も
、「
洋
上
」
で
発
生
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、「
被
害
の
点
で
は

助
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
は
「
洋
上
」

で
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
も

「
洋
上
」
で
発
生
す
る
。
そ
し
て
、「
内
陸
浅
所
」
で
発
生
す
れ
ば
、
兵
庫
県
南
部
地
震
の
よ
う
に

「
必
ず
多
少
の
被
害
を
伴
う
」
の
で
あ
る
。
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地
震
を
と
ら
え
る
方
法
と
し
て
、
手
に
入
る
史
料
を
総
合
し
て
、
規
模
と
被
害
と
の
関
連
性
を

探
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
震
は
、
そ
う
し
た
分
析
に
と
っ
て
有
用
な
素
材
と
な
る
。
千
年
前
で

も
、
百
年
前
で
も
、
十
年
前
で
も
、
規
模
や
被
害
を
推
測
で
き
る
史
料
が
あ
る
も
の
は
、
す
べ
て

同
等
に
扱
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
震
は
数
多
く
の
地
震
の
な
か
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
、
番

号
が
付
さ
れ
、
計
算
に
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

第
四
章　

地
震
が
起
き
る
こ
と
の
説
明

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
に
は
、
ひ
と
つ
の
地
震
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の
発
生
直
後

か
ら
生
じ
た
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
、被
害
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
地
震
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
場
合
、
そ
の
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
二
に
は
、
数
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て
き
た
日
本
で
は
、
記
録
や
デ
ー
タ
が
あ

る
限
り
、
集
約
さ
れ
、
比
較
さ
れ
、
全
体
の
傾
向
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
何
百
と
い
う
数
の
地
震
に
よ
る
被
害
と
い
う
集
合
を
構
成
す
る
要

素
と
な
る
。

地
震
に
つ
い
て
論
じ
る
と
い
う
三
つ
目
の
要
素
と
し
て
、
地
震
が
発
生
す
る
理
由
を
説
明
し
た

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
科
学
と
し
て
の
地
質
学
や
地
震
学
な
ど
の
研
究
成
果
と
し
て
述
べ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
章
で
は
、
そ
う
し
た
説
明
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

四
─
1
　
百
万
年
に
千
回

ど
う
し
て
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ひ
と
つ
の
地
震
が
発
生
し
た
の
か
。

一
九
九
五
年
の
あ
の
地
震
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
詳
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
六
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
活
断
層
が
引
き
お
こ
し
た
「
直
下
型
地
震
」
と
い
わ
れ
、
淡
路

島
で
は
野
島
断
層
沿
い
に
明
瞭
な
地
震
断
層
が
出
現
し
た
。
一
方
、
六
甲
側
で
は
明
瞭
な

地
震
断
層
が
出
現
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
震
災
の
帯
」
と
称
さ
れ
る
激
震
地

帯
が
、
神
戸
・
阪
神
地
域
の
市
街
地
に
生
じ
た
。
調
査
が
進
む
に
つ
れ
「
震
災
の
帯
」
は

主
と
し
て
、
六
甲
山
地
と
大
阪
盆
地
と
の
間
の
埋
没
大
地
形
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。（
藤
田
和
夫
・
佐
野
正
人
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
六
甲
変
動
─
〝
震
災
の
帯
〟
を
も
た
ら
し
た
埋
没
地
形
」
七
九
三
）

こ
の
考
察
に
よ
る
と
、
約
四
六
億
年
の
地
球
の
歴
史
に
お
い
て
「
現
代
」
と
し
て
区
分
さ
れ
る

約
二
〇
〇
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
「
第
四
紀
」
に
、「
六
甲
変
動
」
と
い
う
も
の
が
生
じ
た
。

そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
平
地
で
あ
っ
た
場
所
が
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
沈
み
込
ん
で
現
在
の
大
阪
湾
に
な

り
、
そ
こ
か
ら
約
二
キ
ロ
北
の
と
こ
ろ
が
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
隆
起
し
て
六
甲
山
に
な
っ
た
。

現
在
、山
頂
か
ら
海
底
の
堆
積
層
の
下
に
あ
る
基
盤
の
花
崗
岩
の
層
ま
で
、標
高
差
二
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
断
崖
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
甲
変
動
に
よ
っ
て
で
き
た
「
埋
没
大
地
形
」
に
は
、

地
表
に
は
現
れ
な
い
い
く
つ
も
の
「
伏
在
活
断
層
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
海
側
に
沿
っ
た
と
こ
ろ

が
「
震
災
の
帯
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
震
災
の
帯
」
で
揺
れ
が
強
く
な
る
要
因
も
い
く
つ
か
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
硬
い
地
盤

で
は
、
ま
だ
堆
積
し
た
ま
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
い
地
層
よ
り
も
、
震
源
域
か
ら
地
震
波
が
伝
わ
る

速
度
は
「
ず
っ
と
速
い
」。
し
た
が
っ
て
、
硬
く
て
浅
い
地
盤
で
は
地
震
波
は
先
に
地
表
に
達
し

て
周
囲
に
広
が
る
。
こ
こ
に
深
く
て
固
ま
っ
て
い
な
い
堆
積
層
か
ら
の
地
震
波
が
重
な
り
、
波
が

増
幅
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
伏
在
活
断
層
」
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
も
海
岸
寄
り
の
所
で
は
、

地
盤
は
軟
弱
な
の
で
液
状
化
が
発
生
し
、
そ
れ
が
「
免
震
効
果
」
を
発
揮
し
た
の
で
そ
れ
ほ
ど
揺

れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
少
し
山
側
に
あ
る
「
震
災
の
帯
」
の
大
部
分
は
「
山
麓
扇
状
地
」
に

入
っ
て
い
る
の
で
、液
状
化
し
な
か
っ
た
の
で
激
し
く
揺
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て「
震

災
の
帯
」
は
、「
伏
在
活
断
層
」
と
い
う
最
も
大
き
な
要
因
の
う
え
に
、「
表
層
の
地
形
や
地
盤
特

性
な
ど
の
要
素
も
加
わ
っ
た
複
合
的
な
災
害
」
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ひ
と
つ
地
震
が
生
じ

る
と
「
た
だ
ち
に
つ
ぎ
の
歪
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
は
じ
め
る
」。
つ
ま
り
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」

は
、
大
き
な
変
動
過
程
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
〇
五
）。

こ
の
論
文
の
筆
者
の
一
人
で
あ
る
藤
田
和
夫
は
、
一
九
八
五
年
の
著
書
に
お
い
て
、
こ
の
「
六

甲
変
動
」
を
含
む
近
畿
の
地
殻
変
動
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
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よ
う
や
く
こ
の
百
万
年
間
の
近
畿
の
地
殻
変
動
プ
ロ
セ
ス
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
。

そ
れ
は
平
均
す
る
と
年
1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
毎
年
1
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
ず
つ
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
は
動
か
ざ

る
大
地
と
し
て
ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
て
お
い
て
、
千
年
単
位
ぐ
ら
い
で
、
地
震

を
と
も
な
い
な
が
ら
一
挙
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
に
進
行
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
千
年

で
は
一
メ
ー
ト
ル
の
変
位
が
断
層
に
沿
っ
て
お
こ
り
得
る
計
算
で
あ
る
。（
藤
田
和
夫『
変

動
す
る
日
本
列
島
』
一
一
九
）

以
上
の
考
察
は
、
一
九
九
五
年
の
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
に
お
い
て
、「
明
瞭
な
地
震
断
層
が
出

現
し
な
か
っ
た
」
と
こ
ろ
で
激
震
が
生
じ
た
理
由
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

同
時
に
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
と
同
じ
よ
う
な
地
震
が
幾
度
も
発
生
す
る
こ
と
で
、
大
阪
湾
と
六

甲
山
と
い
う
地
形
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
六
甲
変
動
は
今
後
も
続
く
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
千
年
に
一
度
の
間
隔
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
そ
の
た
び

ご
と
に
、
一
メ
ー
ト
ル
の
変
位
が
あ
り
、
こ
の
一
メ
ー
ト
ル
の
変
位
が
千
回
積
み
重
な
っ
て
、
現

在
の
六
甲
山
頂
は
約
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
の

百
万
年
間
に
千
年
間
隔
で
千
回
発
生
し
て
き
た
「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
と
同
様
の
地
震
が
、
こ
れ

か
ら
も
発
生
す
る
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
は
、
こ

れ
ま
で
約
千
年
間
隔
で
千
回
発
生
し
て
き
た
地
震
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
何
も
特
別
な
地
震
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
説
明
は
、
発
生
以
前
の
こ
と
、
発
生
に
至
る
ま
で
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ
よ
う
に
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。「
ふ
だ
ん
は

動
か
ざ
る
大
地
と
し
て
ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
て
お
い
て
、
千
年
単
位
ぐ
ら
い
で
、
地
震

を
と
も
な
い
な
が
ら
一
挙
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
に
進
行
し
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ

の
地
震
が
発
生
し
た
理
由
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
一
定
の
間
隔
で
ず
っ
と
地
震
が
発
生

す
る
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
震
の
発
生
に
は
個
別
の
理
由
と
い
う
も
の

は
な
い
の
で
あ
る
。

四
─
2
　
日
本
列
島
と
い
う
場
所

こ
う
し
た
地
震
の
発
生
は
、
よ
り
根
本
的
に
、
日
本
列
島
の
成
り
立
ち
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

地
質
学
の
小
島
圭
二
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
本
は
災
害
の
国
で
す
。
な
ぜ
日
本
は
災
害
の
国
な
の
か
、
日
本
に
は
、
ど
ん
な
猛
威

が
あ
っ
て
、
世
界
の
ほ
か
の
地
域
と
ど
う
違
う
の
か
を
、
ま
ず
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
に
は
日
本
列
島
の
位
置
が
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
日
本
列
島
の
略
図
を
書
く

と
、
日
本
列
島
の
東
に
は
、
日
本
海
溝
と
い
う
急
峻
な
深
い
海
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
日
本

海
溝
か
ら
北
西
に
伊
豆
半
島
に
向
か
っ
て
相
模
ト
ラ
フ
が
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。「
ト
ラ

フ
」
と
い
う
の
は
、
底
が
比
較
的
平
ら
な
深
い
海
で
、
舟
状
海
盆
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
方
、
日
本
列
島
の
南
に
も
南
海
ト
ラ
フ
と
琉
球
ト
ラ
フ
と
い
う
、
や
は
り
深
い
海

が
あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
は
、
相
模
ト
ラ
フ
と
は
反
対
側
か
ら
伊
豆
半
島
に
向
か
っ
て

入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
海
溝
や
ト
ラ
フ
は
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト
の
境
界

に
当
た
り
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
は
「
厚
さ
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
岩
板
」
で
あ
り
、
地
球
全
体
が
十
数
枚
の

プ
レ
ー
ト
が
離
れ
た
り
、
ほ
か
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
ん
だ
り
、
衝
突
し
た
り
す
る
と
い
う

「
大
規
模
な
地
学
現
象
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
本
列
島
に
地
震
や
火
山
が
あ
っ
て
、
災
害
の
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う

な
モ
デ
ル
で
簡
単
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
列
島
の
よ
う
に
、
プ
レ
ー
ト
の

境
界
に
位
置
し
て
、地
面
が
動
い
た
り
噴
火
が
お
こ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
所
を
「
変
動
帯
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

変
動
帯
で
あ
る
こ
と
は
、
地
震
や
火
山
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
災
害
も
引
き
起
こ
す
と
い
う
。

プ
レ
ー
ト
が
押
す
と
、
地
震
や
火
山
ば
か
り
で
な
く
、
地
殻
も
激
し
く
変
動
し
ま
す
。
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海
溝
付
近
に
は
、
日
本
列
島
か
ら
削
り
出
さ
れ
た
土
砂
が
海
底
に
厚
く
た
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
川
に
よ
っ
て
陸
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
が
、
海
底
の
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
海
底

深
部
へ
と
運
ば
れ
て
た
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。
そ
こ
を
、
海
の
方
か
ら
プ
レ
ー
ト
が
押
し

ま
す
か
ら
、
堆
積
物
は
整
然
と
つ
も
っ
て
い
ら
れ
な
く
て
、
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ら
に
押
さ
れ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
し
わ
く
ち
ゃ
が
隆
起
し
て
陸
に
「
付
加
」

さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
溝
付
近
に
た
ま
っ
た
新
し
い
堆
積
物
が
、
比
較
的
早
い
時
期
に

地
面
に
顔
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
中
略
）
日
本
列
島
に
は
、
こ
の
よ
う
な
、
ま
だ

固
結
し
て
い
な
い
半
固
結
の
地
層
が
地
表
に
露
出
し
て
い
る
訳
で
す
。
そ
ん
な
も
の
が
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
も
と
の
土
砂
に
戻
ろ
う
と
し
ま
す
。
崖
崩
れ
が
お
こ
る
、
地
す

べ
り
が
お
こ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
日
本
列
島
に
は
火
山
か
ら
の
噴
出
物
が
大
量
に
積
も
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
軟

ら
か
く
積
み
上
が
っ
て
い
る
だ
け
で
す
の
で
、
や
は
り
崖
崩
れ
・
地
す
べ
り
を
お
こ
し
ま
す
。

東
日
本
は
、
こ
の
よ
う
な
「
軟
岩
」
と
呼
ば
れ
る
地
質
か
ら
な
っ
て
い
る
。
西
日
本
で
は
、「
大

陸
地
殻
の
代
表
的
な
地
質
で
あ
る
花
崗
岩
が
広
く
地
表
に
顔
を
出
し
て
い
る
」。
地
表
か
ら
数
十

メ
ー
ト
ル
は
「
深
層
風
化
」
が
激
し
い
の
で
、「
崖
崩
れ
や
土
石
流
の
メ
ッ
カ
」
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
地
面
の
様
子
の
上
に
気
候
の
条
件
が
重
な
る
。
梅
雨
明
け
の
集
中
豪
雨
、台
風
、

そ
し
て
冬
に
は
日
本
海
側
の
豪
雪
が
あ
る
。

日
本
列
島
と
い
う
の
は
、
大
陸
の
東
側
の
中
緯
度
に
あ
る
こ
と
が
、
気
候
の
面
か
ら
見

て
も
災
害
の
国
に
な
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

以
上
の
説
明
で
、日
本
が
な
ぜ
災
害
の
国
な
の
か
理
解
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
変
動
帯
で
あ
る
こ
と
と
、
台
風
で
代
表
さ
れ
る
気
象
条
件
と
か
織
り
な
す
綾
、

言
い
替
え
る
と
、「
火
山
と
地
震
の
国
」、
そ
し
て
「
豪
雨
と
豪
雪
の
国
」
が
日
本
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。（
小
島
圭
二
『
自
然
災
害
を
読
む
』
一
─
一
一
）

こ
う
し
て
、「
自
然
災
害
」
が
発
生
す
る
必
然
的
な
理
由
が
説
明
さ
れ
る
と
、
地
震
も
そ
の
な

か
の
ひ
と
つ
の
項
目
と
な
る
。
日
本
列
島
は
常
に
地
震
が
発
生
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

四
─
3
　
揺
れ
る
理
由

地
震
の
考
察
に
際
し
て
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
地
面
の
揺
れ
が
建
物
の
揺
れ
と
な
っ
て
い
く

部
分
で
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
地
球
の
表
面
が
海
と
陸
に
分
か
れ
た
の
が
四
〇
億
年
前
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日

本
列
島
の
地
面
の
下
は
、
古
い
も
の
で
も
六
億
年
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
二
億
年
よ
り

も
新
し
い
時
期
に
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、沖
積
世
と
い
う
、二
万
年
前
の
最
後
の
氷
河
期
以
降
に
、

海
面
の
上
昇
で
水
中
に
堆
積
し
た
地
層
は
、「
つ
く
り
た
て
の
地
面
」
で
あ
り
、「
充
分
に
は
固
ま
っ

て
い
な
い
」
と
い
う
。
そ
う
し
た
地
面
の
上
に
建
物
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
海
に
囲
ま
れ

斜
面
の
多
い
日
本
で
は
、
石
を
並
べ
て
暮
ら
し
て
き
た
。
石
垣
と
い
う
も
の
が
随
所
で
使
わ
れ
て

き
た
と
い
う
。
棚
田
や
城
郭
は
、
石
垣
で
囲
ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
建
物
の
ほ
う
は
、
木
を
使
っ

て
き
た
。
木
材
を
割
る
方
法
や
、
木
材
同
士
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
方
法
が
開
発
さ
れ
て
き
た
。
柱

の
下
に
土
台
と
な
る
石
を
置
い
た
ほ
う
が
地
震
に
強
い
こ
と
も
江
戸
時
代
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
初
期
ま
で
は
二
階
建
て
の
建
物
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
都
市
部
の
庶
民
の
住
宅
に
二
階
建

て
が
広
ま
る
の
は
明
治
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
明
治
末
期
に

な
っ
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨
が
建
物
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
木
材
が
火
災
に
弱
い

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
石
は
割
れ
る
が
、
金
属
は
割
れ
ず
に
撓
む
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代

か
ら
「
超
高
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
」
が
さ
か
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

と
は
い
え
、
今
で
も
、
地
下
で
生
じ
た
地
震
動
が
地
面
に
伝
わ
り
地
面
の
上
の
も
の
を
揺
り
動

か
す
。
こ
れ
が
地
震
で
あ
る
。
私
た
ち
の
足
下
の
地
面
が
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
が
地
震
で
あ
る
。

そ
の
地
面
の
上
に
、
建
物
が
、
揺
れ
る
も
の
が
、
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

第
五
章　

伝
統
に
忠
実
な
自
然
─
地
震
と
人
間
の
「
隔
た
り
」

地
震
の
発
生
と
人
間
と
は
、ど
の
よ
う
な
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

物
理
学
者
の
寺
田
寅
彦
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
発
生
し
た
「
関
東
大
地
震
」
の

報
告
書
も
書
い
て
い
る
が
、
文
筆
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
に
発
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表
し
た
「
津
浪
と
人
間
」
で
は
、
こ
の
年
に
発
生
し
た
東
北
の
大
津
波
と
同
様
の
津
波
が
三
七
年

前
に
も
発
生
し
た
こ
と
を
例
に
し
て
、
地
震
・
津
波
発
生
の
間
隔
と
人
間
の
時
間
と
の
「
隔
た
り
」

を
、
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

津
波
が
発
生
し
た
直
後
に
は
、
政
府
の
人
間
も
、
メ
デ
ィ
ア
も
、
研
究
者
も
や
っ
て
き
て
次
の

被
害
を
予
防
す
る
策
が
つ
く
ら
れ
推
奨
も
さ
れ
る
。
し
か
し
、
三
七
年
後
に
は
、
前
の
津
波
を
経

験
し
た
大
人
は
世
を
去
り
、
世
の
中
は
世
代
交
代
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

三
十
七
年
と
云
え
ば
大
し
て
長
く
も
聞
こ
え
な
い
が
、
日
数
に
す
れ
ば
一
万
三
千
五
百
五

日
で
あ
る
。
そ
の
間
に
朝
日
夕
日
は
一
万
三
千
五
百
五
回
ず
つ
平
和
な
浜
辺
の
平
均
水
準

線
に
近
い
波
打
際
を
照
ら
す
の
で
あ
る
。
津
浪
に
懲
り
て
、
は
じ
め
は
高
い
処
だ
け
に
住

居
を
移
し
て
い
て
も
、
五
年
た
ち
、
十
年
た
ち
、
十
五
年
二
十
年
と
た
つ
間
に
は
、
や
は

り
い
つ
と
も
な
く
低
い
処
を
求
め
て
人
口
は
移
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
運
命
の

一
万
数
千
日
の
終
わ
り
の
日
が
忍
び
や
か
に
近
づ
く
の
で
あ
る
。（
寺
田
寅
彦
「
津
浪
と

人
間
」
一
三
八
）

こ
こ
か
ら
、
寺
田
独
特
の
展
開
が
は
じ
ま
る
。

こ
れ
が
、
二
年
、
三
年
、
あ
る
い
は
五
年
に
一
回
は
き
っ
と
十
数
メ
ー
ト
ル
の
高
波
が
襲
っ

て
来
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
津
浪
は
も
う
天
変
で
も
地
異
で
も
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）

夜
と
い
う
も
の
が
二
十
四
時
間
ご
と
に
繰
返
さ
れ
る
か
ら
よ
い
が
、
約
五
十
年
に
一
度
、
し

か
も
不
定
期
に
突
然
に
夜
が
廻
り
合
せ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
そ
の
時
に
如
何
な
る
事
柄

が
起
る
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
名
状
の
出
来
な
い
混
乱
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て

や
は
り
人
命
財
産
の
著
し
い
損
失
が
起
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。（
同
上
書
、
一
三
九
）

人
の
記
憶
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
法
律
な
ど
で
対
策
を
た
て
る
こ
と
は
で
き
る

だ
ろ
う
か
。国

は
永
続
し
て
も
政
府
の
役
人
は
百
年
の
後
に
は
必
ず
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
役
人
が

代
わ
る
間
に
は
法
令
も
時
々
は
代
わ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
法
令
が
、
無
事
な
一
万
何
千
日

間
の
生
活
に
甚
だ
不
便
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
猶
更
そ
う
で
あ
る
。（
同
上
書
、
一
四
〇
）

記
念
碑
を
建
て
て
「
永
久
的
警
告
」
と
し
て
残
す
方
法
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
は
人
目
に
付
き
や
す
い
処
に
立
て
て
あ
る
の
が
、
道
路
改
修
、
市
区
改
正
等
の

行
わ
れ
る
度
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
移
さ
れ
て
、
お
し
ま
い
に
は
ど
こ
の
山
蔭
の
竹
藪
の
中

に
埋
も
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
う
い
う
時
に
若
干
の
老
人
が
昔
の
例
を
引
い
て
や
か

ま
し
く
云
っ
て
も
、
例
え
ば
「
市
会
議
員
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
相
手
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
そ
の
碑
石
が
八や

え重
葎む
ぐ
らに
埋
も
れ
た
頃
に
、
時
分

は
よ
し
と
次
の
津
浪
が
そ
ろ
そ
ろ
準
備
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
同
上
書
、
一
四
〇
）

前
の
世
代
の
「
言
い
置
き
」
な
ど
を
気
に
留
め
る
人
も
今
の
時
代
で
は
い
な
い
、
と
寺
田
は
述

べ
る
。

し
か
し
困
っ
た
こ
と
に
は
「
自
然
」
は
過
去
の
習
慣
に
忠
実
で
あ
る
。
地
震
や
津
浪
は

新
思
想
の
流
行
な
ど
に
は
委
細
か
ま
わ
ず
、
頑
迷
に
、
保
守
的
に
執
念
深
く
や
っ
て
来
る

の
で
あ
る
。
紀
元
前
二
十
世
紀
に
あ
っ
た
こ
と
が
紀
元
二
千
年
に
も
全
く
同
じ
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
科
学
の
法
則
と
は
畢
竟
「
自
然
の
記
憶
の
覚
え
書
き
」
で
あ
る
。
自

然
ほ
ど
伝
統
に
忠
実
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。（
同
上
書
、
一
四
一
）

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
い
う
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
人
間
の
寿
命
を
十
倍
か
百
倍
に
延
ば
す
か
、
た
だ
し
は

地
震
津
浪
の
週
期
を
十
分
の
一
か
百
分
の
一
に
縮
め
る
か
す
れ
ば
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
災
害

は
も
は
や
災
害
で
は
な
く
五
風
十
雨
の
亜
類
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が

出
来
な
い
相
談
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
残
る
唯
一
の
方
法
は
人
間
が
も
う
少
し
過
去
の
記
録
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
よ
り
他
は
な
い
で
あ
ろ
う
。（
同
上
書
、
一
四
一
─
一
四
二
）
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こ
う
し
て
寺
田
は
、
地
震
・
津
波
と
人
間
と
の
間
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
時
間
の
「
ず
れ
」
と

い
う
こ
と
を
見
事
に
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
生
の
な
か
で
は
収
斂
で
き
な
い
現
象

と
し
て
の
地
震
。

同
じ
よ
う
な
説
明
は
、
最
近
の
研
究
の
な
か
に
も
あ
る
。

地
震
の
場
合
、
そ
の
発
生
準
備
に
は
数
十
年
～
数
千
年
と
い
う
長
い
時
間
が
か
か
る
一

方
で
、
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
長
く
て
も
数
分
で
す
べ
て
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
（
日
本
地

震
学
会
地
震
予
知
検
討
委
員
会
編
『
地
震
予
知
の
科
学
』
三
一
）。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
以
降
の
観
測
だ
け
で
は
日
本
に
お
け
る
地
震
を
分
析
す
る
に
は

不
充
分
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
記
さ
れ
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
な
ど
で
描
か
れ
た
地
震
の
被
害
を

収
集
す
る
と
い
う
作
業
が
長
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。
観
測
が
は
じ
ま
る
以
前
に
起
き
た
と
さ
れ
る

地
震
は
「
歴
史
地
震
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
者
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。

わ
が
国
の
被
害
地
震
の
分
布
図
を
み
る
と
、
日
本
中
い
た
る
所
に
地
震
が
発
生
し
、
逃

げ
場
が
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
注
意
し
て
み
る
と
、
同
じ
地
点
で
同
じ
く
ら
い

の
規
模
の
地
震
が
発
生
す
る
こ
と
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
日
本
人
が

自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
で
一
生
を
終
え
る
と
し
て
、
同
じ
よ
う
な
地
震
で
二
回
も
被
害
を

受
け
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
詳
し
く
し
ら
べ
る
と
、
太
平
洋
沖
に
は

規
模
八
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
次
々
に
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同
一
地
点
に
つ

い
て
み
れ
ば
、
約
百
年
以
上
の
間
を
お
い
て
発
生
し
て
い
る
（
場
所
に
よ
っ
て
百
年
よ
り

も
短
い
所
も
あ
る
。
例　

北
海
道
南
東
沖
）。
ま
た
内
陸
の
地
震
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ

の
地
震
発
生
の
間
隔
は
約
千
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
地
震
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
新
し
い
経
験
で
あ
り
、

自
己
の
経
験
を
次
に
生
か
す
と
い
う
こ
と
は
少
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
は
な
い
方
が
望
ま

し
い
の
で
あ
る
が
、
災
害
を
軽
減
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
み
る
と
、
先
祖
の
経
験
の
伝
承

よ
り
は
、
自
己
の
経
験
の
方
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
地
震

の
場
合
は
、
そ
の
発
生
間
隔
の
問
題
も
あ
っ
て
、
先
祖
の
経
験
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
有
効

な
災
害
対
策
を
立
て
に
く
い
の
で
あ
る
。（
宇
佐
美
龍
夫
『
大
地
震
─
古
記
録
に
学
ぶ
』

八
─
九
）

ま
た
、
地
震
は
、
極
め
て
短
い
時
間
で
終
わ
る
だ
け
で
な
く
、
空
間
的
に
も
局
地
的
で
あ
る
。

江
戸
時
代
、
飢
饉
は
避
け
難
い
厄
災
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
予
測
・
対
策
は

経
験
的
に
蓄
積
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
五
ヶ
月
ほ
ど
の
稲
の
実
り

に
至
る
ま
で
の
期
間
に
凶
作
か
否
か
の
判
断
は
前
も
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
火

災
や
地
震
は
、
こ
れ
と
違
っ
て
発
生
は
突
発
的
で
あ
り
、
予
測
不
可
能
で
あ
る
。
と
く
に

地
震
の
場
合
は
、
突
発
的
に
起
こ
り
、
瞬
時
に
そ
の
結
果
を
定
め
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。

余
震
が
長
く
人
々
の
恐
怖
を
か
き
立
て
る
も
の
と
な
っ
た
に
し
て
も
、
二
次
災
害
を
除
け

ば
、
最
初
に
受
け
た
被
害
を
大
幅
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
被
害
は
、
た
と
え

そ
れ
が
大
規
模
地
震
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
死
亡
者
・
負
傷
者
、
地
上

の
構
造
物
の
瓦
解
な
ど
可
視
的
範
囲
に
留
ま
る
（
北
原
糸
子
『
地
震
の
社
会
史
─
安
政
大

地
震
と
民
衆
』
三
三
三
）。

「
突
発
的
に
起
こ
り
、
瞬
時
に
そ
の
結
果
を
定
め
て
し
ま
う
」
と
い
う
地
震
。「
可
視
的
範
囲
に

留
ま
る
」
と
い
う
地
震
。「
大
地
震
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
新
し
い
経
験
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
大
地
震
と
は
、
私
た
ち
の
日
常
と
は
相
容
れ

な
い
よ
う
な
性
質
の
も
の
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
つ
も
「
未
曾
有
也
」
と
言
い
続
け
る
、

そ
れ
が
大
地
震
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

第
六
章　

大
地
の
裏
切
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
の
譲
渡
─
地
震
の
本
質

こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

私
た
ち
は
、
日
常
的
に
地
震
の
揺
れ
を
感
じ
て
い
る
。
軽
微
な
地
震
の
場
合
に
は
、
そ
の
揺
れ
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を
感
じ
る
だ
け
で
、被
害
は
何
も
生
じ
な
い
。
そ
れ
は
本
稿
の
最
初
に
取
り
上
げ
た
『
古
事
類
苑
』

の
説
明
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
地
震
と
い
っ
て
も
、
大
地
震
は
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
地
震
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
も
、
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
地
震
の
発
生
直
後
の
わ
ず
か
の
間
に
生
じ
る
こ
と
が
多

い
。
地
震
を
受
け
止
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
被
害
を
受
け
止
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被

害
を
受
け
た
場
所
に
あ
る
ラ
ジ
オ
局
で
は
、
そ
の
建
物
の
被
害
を
伝
え
つ
つ
、
目
に
し
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
言
葉
に
し
て
電
波
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

大
地
震
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
時
に
は
、
そ
の
被
害
が
い
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
語

ら
れ
る
。
地
面
が
割
れ
る
、
電
車
が
脱
線
す
る
、
高
速
道
路
が
倒
れ
る
、
な
ど
な
ど
、
地
震
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
被
害
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
被
害
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
を

み
れ
ば
、
今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
地
面
の
上
の
建
物
な
ど
と
の
違
い
が
分
か
る
。
突
然
、

大
き
く
地
面
が
揺
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
同
じ
で
も
、そ
の
後
の
地
面
の
上
の
様
子
は
違
う
。

そ
れ
ら
は
、
記
さ
れ
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

ど
う
し
て
、
あ
の
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
の
か
と
、
特
定
の
地
震
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
探

す
こ
と
も
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
震
学
な
ど
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
地
震
そ
の
も
の
は
日
本

列
島
に
お
い
て
は
頻
繁
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
も
数
多
く
発
生
し
て
き
た
し
、
未
来

に
も
数
多
く
発
生
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
震
が
発
生
し
た

場
所
に
も
日
付
け
に
も
時
間
に
も
深
い
意
味
は
な
く
、
他
の
夥
し
い
地
震
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
さ

に
日
常
的
に
発
生
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
か
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

地
震
の
被
害
の
ほ
う
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
地
震
は
、
あ
る
時
に
あ
る
場

所
で
発
生
し
、
特
有
の
被
害
の
か
た
ち
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
人
々
が
、
地
震
が
発
生
す
る
直
前
ま
で
居
た
場
所
に
居
続
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ど

こ
か
に
避
難
を
す
る
。
多
く
の
人
が
特
定
の
場
所
に
集
ま
り
、
避
難
所
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
と

な
る
。
避
難
所
は
、
毎
日
、
毎
時
間
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
る
。
人
数
は
絶

え
ず
減
少
し
、
期
間
を
区
切
ら
れ
て
閉
鎖
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
は
、
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
時
代

と
場
所
に
よ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
震
の
発
生
に
焦
点
を
あ
て
れ
ば
、
遠
い
昔
か
ら
頻
繁
に
起
こ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
は
「
未
曾
有
也
」、
つ
ま
り
「
ほ
と
ん
ど
常
に
新
し

い
経
験
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
決
定
的
な
「
隔
た
り
」
が
あ
る
。
寺
田
寅
彦
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
人
生
が
も
っ
と
長
い
か
、
地
震
の
発
生
間
隔
が
も
っ
と
短
け
れ
ば
、
両
者
の
間
に
「
隔
た
り
」

は
な
く
、
私
た
ち
は
日
常
の
こ
と
と
し
て
地
震
に
対
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を

前
章
ま
で
で
考
え
て
き
た
。

こ
の
「
隔
た
り
」
を
埋
め
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
地
震
そ
の
も
の
は
「
自

然
現
象
」
で
あ
る
が
、
被
害
の
ほ
う
は
「
社
会
的
」
な
も
の
、
あ
る
い
は
も
っ
と
直
截
的
に
地
震

の
被
害
は
「
人
為
的
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
建
物
も
、
道
路
も
、
部
屋
の
な

か
の
も
の
も
、
人
間
が
設
計
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
震
に
よ
る
揺
れ
が
、
そ
れ
ら

の
人
工
物
に
作
用
し
、
そ
れ
ら
よ
っ
て
人
の
命
を
奪
っ
た
り
、
人
を
傷
つ
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
兵
庫
県
南
部
地
震
」
は
「
早
朝
で
あ
っ
た
た
め
、
死
者
の
多
く
は
家
屋
の
倒
壊
と
火
災
に
よ
る
」

と
『
理
科
年
表
』
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
救
援
活
動
が
迅
速
で
な
い
、
後
々
の
手
当
が
満
足
な

も
の
で
は
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
も
っ
と
こ
う
し
て
い
れ
ば
と
自
分
自

身
を
含
む
人
間
を
責
め
る
こ
と
に
な
る
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
突
然
大
き
く
地
面
が
揺
れ
る
と

し
て
も
、そ
れ
に
備
え
て
い
な
い
「
人
間
」
や
「
社
会
」
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
、

こ
の
場
所
で
起
こ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
被
害
が
生
じ
た
の
だ
と
い
う
受
け
止
め
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
地
震
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
自
然
災
害
」
に
も
当
て

は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
震
の
本
質
を
探
す
た
め
に
は
、別
の
観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

避
難
所
で
出
会
っ
た
女
性
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
る
。
当
時
、
五
十
代
の
彼
女
は
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
て
地
震
に
遭
遇
し
た
。
後
に
仮
設
住
宅
に
移
り
、
次
い
で
公
営
住
宅
で
住
む
こ
と

に
な
っ
た
。
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
た
時
に
、
そ
の
住
宅
の
集
会
で
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
発

言
し
た
と
い
う
。

壊
れ
る
よ
う
な
家
に
住
ん
で
い
た
ほ
う
が
悪
い
の
よ
。

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
、
だ
れ
も
発
言
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
筆
者
も
、
地
震
の
直
後

に
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
体
験
や
発
言
を
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
話
を
聞
い
た
あ
と
は
、
し
ば

ら
く
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
避
難
所
で
も
仮
設
住
宅
で
も
、
行
政
に
対
し
て
、
よ
り
適
切
な
対
応
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を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
続
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
行
政
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
公
的
な
立

場
の
人
に
感
謝
し
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
中
で
、
こ
の
発
言
は
、
ま
っ
た
く
方
向
性
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
仮
設
住
宅
の
集
会
と

い
う
場
面
で
、
こ
う
し
た
発
言
が
で
き
る
の
は
稀
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
触

れ
な
い
が
、
彼
女
の
地
震
経
験
や
そ
れ
ま
で
の
人
生
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
納
得
で
き
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
個
人
的
な
側
面
は
別
と
し
て
、
こ
の
発
言
は
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
の

地
震
と
い
う
も
の
の
本
質
を
つ
い
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
地
震
が
発
生
し
て
、
ど
れ
だ
け
大
き

な
揺
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
建
物
が
壊
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
大
き
な
被
害
は

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

地
震
が
発
生
し
て
も
建
物
な
ど
が
揺
れ
な
い
方
法
も
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
二
〇
一
一

年
三
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
後
に
、
日
本
地
震
学
会
の
会
長
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

─
地
震
学
者
と
し
て
何
を
す
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

地
震
が
き
た
ら
、
街
全
体
が
ふ
わ
っ
と
浮
き
上
が
っ
て
、
被
害
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
な

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
か
。
マ
ン
ガ
の
よ
う
な
話
を
夢
み
た
り
し
て
い
る
。
い

ま
は
、
地
震
の
正
体
を
見
極
め
る
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
、
我
々
、
地
震
学
者
の
社
会
に

対
す
る
責
任
の
取
り
方
だ
と
思
う
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
八
月
一
七
日
）。

地
震
の
専
門
家
が
「
街
全
体
」
を
地
面
か
ら
切
り
離
し
、揺
れ
が
及
ば
な
い
こ
と
を
夢
想
す
る
。

最
新
の
高
層
の
建
物
も
、
工
夫
さ
れ
て
揺
れ
に
く
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
建
物
が
地

面
と
繋
が
っ
た
ま
ま
で
あ
る
以
上
、
揺
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
免
震
や
制
震
と
い
っ
た
揺

れ
を
極
力
減
ら
そ
う
と
す
る
仕
組
み
も
あ
る
が
、
地
震
の
影
響
を
完
全
に
な
く
す
た
め
に
は
、
す

べ
て
の
構
造
物
を
、
す
な
わ
ち
「
街
全
体
」
を
地
面
か
ら
切
り
離
せ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

地
震
の
発
生
前
に
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
建
物
は
、
地
震
が
発
生
し
な
か
っ
た
間
は
、
大

地
の
上
で
不
動
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
日
常
を
送
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
何
の
前
触
れ
も

な
く
大
き
な
地
震
が
地
下
か
ら
伝
わ
り
、
建
物
を
激
し
く
揺
ら
せ
、
建
物
は
壊
れ
る
。
あ
た
り
に

は
、
壊
れ
た
建
物
と
壊
れ
て
い
な
い
建
物
が
あ
る
。
や
が
て
、「
被
害
」
は
、
局
地
的
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
他
の
場
所
で
は
、
電
車
に
一
五
分
も
乗
れ
ば
着
く
と
こ
ろ
で
は
、
多
少
の
揺
れ

は
あ
っ
て
も
日
常
が
続
い
て
い
る
。
余
震
は
何
ヶ
月
も
続
く
が
、
そ
れ
で
も
次
第
に
収
ま
っ
て
い

く
。
そ
し
て
、
百
年
後
、
千
年
後
、
同
じ
よ
う
に
大
き
く
揺
れ
る
と
い
う
。

地
震
に
よ
る
揺
れ
と
人
間
と
の
関
係
は
、
科
学
的
な
研
究
に
よ
り
「
大
地
」
の
ほ
う
を
主
に
し

て
説
明
す
れ
ば
、
ま
っ
た
く
逆
の
も
の
と
な
る
。
長
い
間
、
地
球
の
表
層
部
分
で
岩
石
の
破
壊
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
が
地
面
に
伝
わ
り
地
震
と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
地
面
で

あ
る
日
本
列
島
に
人
間
が
住
み
は
じ
め
て
、
地
面
の
上
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
つ
く
り
、
つ
く
っ
た

建
物
の
中
や
上
や
下
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

女
性
の
発
言
か
ら
は
、
そ
う
し
た
含
意
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
ふ
た
つ
の
指
摘
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
一
つ
め
は
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大

地
震
を
体
験
し
た
社
会
学
者
の
回
想
で
あ
る
。

他
の
災
害
と
違
っ
て
、
地
震
は
特
別
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
火
災
、
台
風
、

洪
水
な
ど
の
場
合
は
、
そ
れ
が
襲
い
か
か
っ
て
き
て
も
、
私
た
ち
は
、
安
定
し
た
大
地
の

上
に
立
っ
て
、
こ
れ
と
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
は
、
ま
あ
、
外
部
か
ら

襲
い
か
か
る
敵
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
と
戦
う
時
に
、
大
地
は
私
た
ち
の
味
方
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
地
が
揺
れ
始
め
る
と
、
私
た
ち
は
、
最
後
の
味
方
に
裏

切
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
敵
が
内
部
に
い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。（
中
略
）
火
災
も
、

台
風
も
、
洪
水
も
、
私
た
ち
が
平
静
な
心
を
持
つ
こ
と
を
許
し
は
し
ま
せ
ん
が
、
地
震
に

は
、
何
か
質
の
違
う
も
の
が
あ
っ
て
、
大
地
が
深
い
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
と
、
人
間
の
存

在
も
深
い
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。（
清
水
幾
太
郎
「
明
日
に
迫
っ
た

こ
の
国
難
」
二
六
六
─
二
六
九
）。

ふ
た
つ
め
は
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
と
い
う
哲
学
者
の
「
準

−

客
体
」
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
私
た
ち
が
な
じ
ん
で
い
る
「
主
体
」
と
か
「
客
体
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
と
は
別
の
と
ら

え
方
で
あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
球
技
を
例
に
し
て
説
明
を
し
て
い
る
。
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ボ
ー
ル
は
人
の
身
体
の
た
め
に
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
実
際
は
そ
の
正
反
対
で
あ

る
。
人
間
の
身
体
が
ボ
ー
ル
の
対
象
な
の
だ
。（
中
略
）
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
ボ
ー
ル
に
つ

い
て
こ
さ
せ
た
り
ボ
ー
ル
を
利
用
し
た
り
す
る
の
と
は
正
反
対
に
、ボ
ー
ル
を
追
い
、ボ
ー

ル
に
仕
え
る
の
だ
。
ボ
ー
ル
は
人
体
の
主
体
で
あ
り
、プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
の
主
体
で
あ
る
。

そ
れ
は
諸
主
体
の
主
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
プ
レ
ー
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
質
で

あ
る
ボ
ー
ル
の
属
性
に
な
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
規
則
は
ボ
ー
ル
の
た
め
に
書
か
れ
て

お
り
、
ボ
ー
ル
と
の
関
連
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
『
パ
ラ
ジ
ッ

ト
─
寄
食
者
の
論
理
』
三
七
五
）

こ
う
し
た
球
技
に
お
け
る
ボ
ー
ル
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
関
係
の
と
ら
え
方
を
、セ
ー
ル
は
、「
個
人
」

と
「
集
団
」
と
の
「
関
係
」
と
い
う
こ
と
に
展
開
す
る
。

任
意
の
集
団
に
お
い
て
、「
私
」
も
「
わ
れ
わ
れ
」
も
分
割
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か

の
よ
う
に
す
べ
て
が
生
起
す
る
。
彼
は
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
も
は
や

ボ
ー
ル
を
も
っ
て
は
い
な
い
。「
わ
れ
わ
れ
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
し
て
も
考

え
及
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
パ
ス
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
パ
ス
は

「
私
」の
放
棄
で
あ
る
。人
は
自
分
固
有
の「
私
」を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
お
こ
な
う
た
め
に
準

−

客
体
、
準

−

主
体
と
な
る
対
象
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

存
在
で
あ
る
の
か
関
係
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
し
、
存
在
の
断
片
で
あ
る
の
か
あ
る
い

は
関
係
の
末
端
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
も
の
に
よ
っ
て
、
個
体
化
の
原
理

は
パ
ス
さ
れ
消
し
去
ら
れ
る
（
同
上
書
、
三
七
八
─
三
七
九
）。

そ
れ
で
は
、「
私
」や「
わ
れ
わ
れ
」は
、ど
の
よ
う
に
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
主
権
の
放
棄
に
似
た
何
か
が
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
行
為
が
あ
る
。「
わ
れ

わ
れ
」
は
「
私
」
の
総
計
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
私
」
の
遺
贈
、「
私
」
の
委
譲
、
辞
退
、

放
棄
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
新
し
い
も
の
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
」
は
、「
私
」
の
総
体

で
あ
る
よ
り
も
、「
私
」の
譲
渡
の
総
体
の
集
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
体
化
の
原
理
の
陶
酔
、

恍
惚
、
無
化
の
な
か
で
い
き
な
り
出
現
す
る
。
こ
の
恍
惚
状
態
は
準

−

客
体
に
よ
っ
て
容

易
に
生
み
だ
さ
れ
る
の
だ
が
、
人
間
の
身
体
は
こ
の
準

−

客
体
の
し
も
べ
あ
る
い
は
客
体

に
な
る
。
人
間
の
肉
体
が
い
か
に
準

−

客
体
の
ま
わ
り
を
駆
け
回
る
か
、
人
間
の
身
体
が

い
か
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、
ボ
ー
ル
に
支
配
権
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
か
を
思
い
出
し
て
も
ら
い

た
い
（
同
上
書
、
三
七
九
）。

こ
の
二
つ
の
指
摘
を
用
い
て
、
改
め
て
地
震
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
大
地
が
深
い
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
と
、
人
間
の
存
在
も
深
い
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
」
と
い
う

と
ら
え
か
た
は
、
ま
さ
に
「
私
」
を
譲
渡
す
る
瞬
間
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
私
は
地
面
や
建
物
の
床
の
上
や
自
動
車
や
電
車
の
中
に
居
る
。
私
た
ち
の
日
常
は
、
足
元
が
不

動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
私
の
行
動
も
私
の
思
考
も
、
そ
し

て
他
の
人
と
の
関
係
も
す
べ
て
、
足
元
が
不
動
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
大
地

は
安
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
の
建
物
も
、
文
字
通
り
私
た
ち
の
「
最
後
の
味
方
」
で
あ
る
。

突
然
、
そ
の
「
動
か
ざ
る
大
地
」
が
「
深
い
底
か
ら
揺
れ
始
め
る
」
と
、
建
物
は
揺
れ
、
そ
こ

に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
揺
れ
、私
も
揺
れ
る
。
私
た
ち
は
、大
地
が
深
く
揺
れ
始
め
た
瞬
間
に「
私
」

を
譲
渡
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
建
物
と
、
そ
の
上
や
そ
の
中
に
お
い

て
い
る
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
」
を
、
そ
の
「
揺
れ
」
に
譲
渡
し
て
し
ま
う
。
床
と
壁
と
天
井
で
囲
ん

で
き
た
家
や
会
社
や
工
場
や
学
校
や
商
店
の
な
か
の
無
数
の
空
間
、
自
動
車
、
電
車
、
駅
な
ど
、

す
べ
て
の
も
の
を
突
然
に
「
放
棄
」
し
て
し
ま
う
。
百
年
前
に
は
百
年
前
の
そ
の
時
に
、
千
年
前

に
は
千
年
前
の
そ
の
時
に
、
大
地
の
上
に
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
揺
れ
」
に
譲
渡
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
個
人
的
な
感
覚
で
言
い
直
せ
ば
、
突
然
、
私
の
足
元
の
床
や
地
面
が
激
し
く
揺
れ
、
そ

こ
に
居
る
私
も
揺
れ
る
。
揺
れ
て
い
る
私
自
身
が
気
づ
く
こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
、
ま
わ
り
の
も

の
す
べ
て
が
揺
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
人
間
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
区
別
な

く
「
揺
れ
」
の
「
し
も
べ
あ
る
い
は
客
体
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
建
物
の
素
材
も
、
空
間
も
、
私

も
、
他
の
人
も
、
す
べ
て
が
、
そ
う
し
た
区
別
な
く
同
じ
よ
う
に
、
一
瞬
の
う
ち
に
激
し
く
揺
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、壊
れ
る
。
何
年
間
も
ず
っ
と
安
定
し
て
い
た
は
ず
の
大
地
に
「
裏
切
ら
れ
た
」

瞬
間
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
揺
れ
は
収
ま
る
。
強
い
揺
れ
は
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
生
じ

る
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
大
き
な
揺
れ
は
、
短
時
間
で
終
わ
っ
て
い
る
。

（ 17 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡



地
震
の
被
害
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
「
揺
れ
」
に
譲
渡
し
て
し
ま
っ
た
後
の
結
果
の
こ
と
で

あ
る
。
壊
れ
た
り
、
上
の
も
の
が
下
に
な
っ
て
い
た
り
、
家
が
動
い
て
い
た
り
、
地
面
が
割
れ
て

い
る
。
夥
し
い
地
震
の
被
害
の
記
録
に
は
、
も
の
の
場
所
や
か
た
ち
の
変
容
が
描
か
れ
て
い
る
。

人
間
も
、あ
の
瞬
間
に
は
、年
齢
や
地
位
と
い
っ
た
も
の
は
剥
奪
さ
れ
て
、た
だ
身
体
と
し
て
「
揺

れ
」
に
譲
渡
さ
れ
て
し
ま
う
。
避
難
所
で
ひ
と
つ
の
教
室
に
避
難
し
た
人
の
数
を
数
え
よ
う
と
し

て
、「
一
〇
か
け
る
一
〇
で
百
人
で
す
ね
」
と
把
握
し
た
と
い
う
挿
話
は
、
そ
の
こ
と
を
正
確
に

描
い
て
い
る
。
ど
こ
の
だ
れ
で
あ
る
か
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
お
よ
そ
百
人
と
い
う
よ
う
に
把
握

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
私
」
と
い
う
も
の
を
「
揺
れ
」
に
譲
渡
さ
れ
た
直
後
の
人
間
の
姿
で
あ
る
。

本
稿
の
最
初
に
取
り
上
げ
た
「
発
生
し
た
地
震
へ
の
対
応
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
復
旧
の
過
程
の

は
じ
ま
り
で
あ
る
。
短
時
間
で
確
定
し
て
し
ま
っ
た
被
害
か
ら
、
い
か
に
し
て
復
旧
す
る
の
か
、

と
い
う
過
程
で
あ
る
。
電
鉄
会
社
は
た
だ
ち
に
徒
歩
で
の
巡
回
と
復
旧
作
業
を
開
始
し
、
二
四
時

間
後
に
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
運
転
を
再
開
す
る
。

し
ば
ら
く
後
に
は
、
生
き
残
っ
た
者
同
士
の
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
、
そ
の
場
の
人
間
同
士
の

新
た
な
結
び
つ
き
の
よ
う
な
も
の
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
わ
れ
わ
れ
」
は
、
一

瞬
前
の
、つ
ま
り
は
揺
れ
る
前
の
「
私
」
を
す
べ
て
無
化
し
て
し
ま
っ
た
「
わ
れ
わ
れ
」
で
あ
る
。

短
い
間
だ
け
「
私
」
を
譲
渡
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
新
し
い
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
結
び
つ

き
が
で
き
る
瞬
間
も
あ
る
の
だ
が
、
生
き
延
び
た
後
に
は
、
少
し
ず
つ
地
震
の
前
ま
で
の
「
私
」

に
戻
ろ
う
と
す
る
。

避
難
所
で
の
で
き
ご
と
は
、
地
震
の
直
後
に
で
き
あ
が
っ
た
と
思
っ
た
、
同
じ
地
震
で
揺
れ

た
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
結
び
つ
き
が
、
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に

大
変
で
あ
っ
た
こ
と
、
幸
い
に
も
「
無
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

へ
の
自
責
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
次
第
に
個
別
の
被
害
の
相
違
や
地
震
前
の
生
活
の
相
違
、
将

来
に
向
け
て
の
展
望
の
違
い
な
ど
が
み
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
地
震
の
揺
れ

が
は
じ
ま
る
前
に
戻
ろ
う
と
す
る
過
程
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
避
難
所
の
な
か
で
、
世
帯
毎
に

壁
が
つ
く
ら
れ
て
、
元
の
住
所
や
氏
名
に
よ
っ
て
地
図
を
作
成
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

避
難
所
か
ら
職
場
や
学
校
に
通
う
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。
少
し
ず
つ
、
元
の
「
私
」

の
日
常
に
向
け
て
動
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ツ
で
弁
当
を
も
ら
い
に
来
る
と
い
う
こ
と
が

避
難
所
の
な
か
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
わ
れ
わ
れ
」
か
ら
元
の
「
私
」
へ
と
戻
る
過
程
を

象
徴
し
て
い
る
。

大
き
く
揺
れ
た
大
地
が
、
断
続
的
に
揺
れ
続
け
な
が
ら
、
や
が
て
、
日
常
の
揺
れ
に
戻
る
（
よ

う
に
思
わ
れ
る
）
の
と
並
行
し
て
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
で
一
度
だ
け
の
体
験
、「
未

曾
有
也
」
の
体
験
で
あ
る
た
め
に
、
再
び
、
大
地
が
不
動
で
安
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の

「
味
方
」
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。

百
年
前
、
千
年
前
と
い
う
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
誰
も
知
ら
な
い
時
に
大
き
く
揺
れ
た
後
、

長
い
間
「
最
後
の
味
方
」
で
あ
っ
た
は
ず
の
大
地
、
私
た
ち
の
誰
も
味
方
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

な
い
ほ
ど
不
動
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
大
地
が
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
突
然
に
、
一
瞬
の
間
だ
け

揺
れ
る
。
大
地
が
み
ず
か
ら
支
え
て
い
た
は
ず
の
、
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
思
い
込
ん
で
い
た
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
、
無
断
で
「
揺
れ
」
に
対
し
て
「
譲
渡
」
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
地
震
と
い
う

も
の
の
本
質
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
〇
一
五
年
二
月
二
三
日
）

参
考
文
献
・
資
料

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
夕
刊
、
東
京
本
社
三
版
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
八
月
一
七
日
朝
刊
。

井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
Ⅲ
（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）』
二
〇
〇
三
年
、
中
央
公
論
新
社
。

今
村
明
恒
「
増
訂
大
日
本
地
震
史
料
序
」
文
部
省
震
災
予
防
評
議
会
『
増
訂　

大
日
本
地
震
史
料
』
第
一
巻
、

一
九
四
一
年
。

宇
佐
美
龍
夫
『
大
地
震
─
古
記
録
に
学
ぶ
』
そ
し
え
て
、
一
九
八
七
年
。

宇
佐
美
龍
夫
ほ
か
著
『
日
本
被
害
地
震
総
覧
5
9
9
─
2
0
1
2
』
二
〇
一
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。

宇
津
徳
治
『
地
震
活
動
総
説
』
一
九
九
九
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。

株
式
会
社
ラ
ジ
オ
関
西
震
災
報
道
記
録
班
編
『
R
A
D
I
O
─
A
M
神
戸
69
時
間
震
災
報
道
の
記
録
』

二
〇
〇
二
年
、
長
征
社
。

北
原
糸
子
『
地
震
の
社
会
史
─
安
政
大
地
震
と
民
衆
』
二
〇
〇
〇
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
（
原
書
は

一
九
八
三
年
、
三
一
書
房
）。

国
立
天
文
台
編
『
理
科
年
表
』
第
八
七
冊
、
二
〇
一
三
年
、
丸
善
。

小
島
圭
二
『
自
然
災
害
を
読
む
』
一
九
九
三
年
、
岩
波
書
店
。

『
古
事
類
苑
』
地
部
三
、一
九
一
三
年
、神
宮
司
庁
編
（
引
用
は
、第
四
版
、一
九
七
七
年
、吉
川
弘
文
館
よ
り
）。

坂
本
太
郎
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀　

下
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）』
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
。

（ 18 ）甲南女子大学研究紀要第 51号　人間科学編（2015年 3月）



地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jishin.go.jp/

）
二
〇
一
四
年
一
〇
月
。

清
水
幾
太
郎
「
明
日
に
迫
っ
た
こ
の
国
難
」
清
水
幾
太
郎
監
修
・
関
東
大
震
災
を
記
録
す
る
会
編
『
手
記
・

関
東
大
震
災
』
一
九
七
五
年
、新
評
論
（
初
出
は
「
読
者
に
訴
え
る
」『
中
央
公
論
』
一
九
七
三
年
九
月
号
）。

Serres, M
ichel, Le Parasite, Grasset, 1980. 

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
『
パ
ラ
ジ
ッ
ト
─
寄
食
者
の
論
理
』

及
川
馥
・
米
山
親
能
訳
、
一
九
八
七
年
、
法
政
大
学
出
版
会
。

『
世
界
大
百
科
事
典
ア
ル
マ
ナ
ッ
ク
』
第
二
版
、
二
〇
〇
五
年
、
平
凡
社
。

寺
田
寅
彦
「
津
浪
と
人
間
」『
天
災
と
国
防
』
二
〇
一
一
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
（
初
出
は
『
鐵
塔
』

一
九
二
三
年
九
月
号
）。

日
本
地
震
学
会
地
震
予
知
検
討
委
員
会
編
『
地
震
予
知
の
科
学
』
二
〇
〇
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。

阪
急
電
鉄
「
地
震
発
生
後
二
四
時
間
の
初
動
状
況
概
要
（
神
戸
線
）」
阪
神
・
淡
路
大
震
災
鉄
道
復
興
記
録

編
纂
委
員
会
編
『
よ
み
が
え
る
鉄
路
─
阪
神
・
淡
路
大
震
災
鉄
道
復
興
の
記
録
』
一
九
九
六
年
、山
海
堂
。

藤
田
和
夫
『
変
動
す
る
日
本
列
島
』
一
九
八
五
年
、
岩
波
新
書
。

藤
田
和
夫
・
佐
野
正
人
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
六
甲
変
動
─
〝
震
災
の
帯
〟
を
も
た
ら
し
た
埋
没
地
形
」

『
科
学
』
一
九
九
六
年
一
一
月
号
（
後
に
「
科
学
」
編
集
部
編
『
大
震
災
以
後
』
一
九
九
八
年
、
岩
波
書

店
、
所
収
）。

文
部
省
震
災
予
防
評
議
会
『
増
訂　

大
日
本
地
震
史
料
』
全
四
巻
（
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
は

一
九
四
一
─
四
三
年
刊
。
第
四
巻
は
、
武
者
金
吉
『
日
本
地
震
史
料
─
並
び
に
隣
接
地
域
』
と
し
て

一
九
五
一
年
に
毎
日
新
聞
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
）。

（ 19 ） 原田　隆司：大地の裏切りと「あらゆるもの」の譲渡



A Betrayal by the Earth and the Transfer of Materials to the Earthshaking
Sociological Analysis of the Earthquake （5）

HARADA Takashi

要約：本稿では、単に被害が生じる自然災害のひとつとしてではなく、地震が固有にもっている特徴
あるいは本質というものを考察した。
　大きな地震が起きて被害が生じる。日本には夥しい数の記録が残っている。新しく生じる地震につ
いても記録され、互いに比較される。そうした発生後の状況だけでなく、なぜ発生したのかという要
因も分析されている。それによれば、日本列島は地震と火山の噴火が続いている場所であるというこ
とが説明される。同じ場所で大地震が発生する間隔は、百年、千年という長さであり、人の一生の長
さと比較すれば、時代や場所を問わず、誰にとっても常に「未曾有也」という体験になる。
　ある社会学者は、一九二三年の関東大地震の体験を回顧して、不動であり、自分たちにとって「最
後の味方」であると思っていた大地による「裏切り」であると考察している。
　フランスの哲学者ミッシェル・セールは、「準－客体」という概念に関連して、「われわれ」とは「私」
の総体であるというよりも「私」の譲渡の総体の集合であると論じている。
　こうした考え方を元にして考察すれば、地震とは、地面の上に存在するあらゆるものが、人ももの
も区別なく、地面の「揺れ」に譲渡される瞬間であるということができる。突然の地震発生以前には、「最
後の味方」だと思っていた大地の「裏切り」であり、あらゆるものがその「揺れ」に向けて「譲渡さ
れる」のである。その後に生じることは、一般的には被害と呼ばれているが、地上の状況を地震発生
以前に戻そうという作用、「譲渡される」以前に戻そうとする作用である。そして、大地震の発生か
ら時間が経過するにつれて、私たちはまた大地を不動のもの、自分たちの「最後の味方」だと思い込
むようになる。

Abstract :  In Japan, we sometimes suffer severe damages of the great earthquakes. We have a lot of written 

documents about the earthquakes and damages we had suffered.  According to the modern geological analysis, 

we are always suffered by the earthquakes and volcanic eruptions in the Japanese Archipelago. But their interval 

is so long, such as one hundred or one thousand year that we always suffer for the first time in our life.

　What is the essence of the earthquake? A sociologist who was suffered by the Great Kanto Earthquake in 

1923 said that earthquake is a betrayal by the earth which we thought immovable and the best ally for us.

　By using the theory of 'quasi-subject' by Michel Serres, it could be said that at the moment of the earthquake, 

all the materials including human beings on the earth of suffered area are trasnfered to the movements of the 

earth. So the process of restoration is definitely the process of restore the states of materials exactly as they were 

before the earthquake happens. Then as time passes, we once again think the earth is immovable and best ally 

for us.
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